
ヘ
ー
ゲ
ル
の
二
元
性
（
完
）

橋

本

条

雄

：
：
諺
巴
ω
同
属
げ
O
日
差
O
ρ
¢
一
9
戸
環
⇔
禅
ぎ
讐
銑
ぼ
Φ
離
脱
島
匂
㊥
笥
Φ
陣
昌
O
民
価
臨
綜
δ
唱
O
島
同
鴇
p
津
一
鐸
一
畠
搾
O
”

O
巴
乱
ρ
償
一
望
O
謬
昌
Φ
恥
Φ
口
留
ω
O
コ
ω
曽
ω
O
ω
b
粋
騰
巳
Φ
ω
〈
①
鋸
け
霞
9
齋
ロ
Φ
弓
岡
Φ
ω
げ
O
白
μ
昌
Φ
ω
．
一
＜
O
澤
9
マ
①

一

777

　
わ
れ
わ
れ
は
、
　
「
他
在
に
お
け
る
自
己
同
一
」
な
る
モ
デ
ル
　
　
輩
純
範
疇
一
に
よ
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
範
疇
の
移
行
が
行
は
れ
る
こ

と
を
、
破
の
推
理
論
に
お
い
て
集
約
的
に
み
た
の
で
あ
る
Q
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
、
彼
の
諸
範
疇
の
根
抵
に
同
一
の
も
の
と
し
て

あ
る
と
彼
自
ら
い
ふ
こ
の
「
翠
純
範
疇
」
そ
の
も
の
を
問
題
と
し
よ
う
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
こ
の
「
翠
純
範
疇
」
な
獲
、
得
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ
　

ク
フ
ル
ト
に
お
け
る
い
は
ゆ
る
彼
の
「
榊
艇
的
汎
神
論
」
の
宗
教
的
壁
験
に
よ
る
。
當
欝
、
彼
は
、
有
限
よ
り
無
限
に
い
た
る
道
は
「
思

惟
し
え
ぬ
、
た
だ
そ
れ
を
生
き
う
る
の
み
の
面
打
な
神
秘
」
（
窯
。
】
p
㌍
ω
・
ω
一
〇
●
）
と
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
・
彼
は
、
無
限
の
聯
的
発
墨
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　

「
生
命
」
を
「
結
言
と
非
結
含
と
の
結
合
」
1
＜
Φ
場
σ
ぎ
忌
ご
凶
賊
興
く
O
塊
び
ヨ
伽
§
ひ
q
縦
昌
O
窯
8
斎
く
霧
ぼ
灘
伽
§
騎
t
（
瓢
〇
三
脚
ω
・
恕
G
。
・
）
と
表

現
し
、
こ
れ
は
宗
論
に
お
い
て
は
じ
め
て
到
達
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
ま
さ
に
そ
の
故
に
、
誓
學
（
カ
ン
ト
的
理
論
哲
學
）
は
宗
敷

を
以
て
絡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
醗
．
位
を
逆
に
し
て
、
哲
學
（
概
念
的
思
、
惟
）
を
紳
秘
的
宗
教
の
上
に
立
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
セ

こ
と
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
カ
ン
ト
の
先
験
的
競
念
論
に
お
い
て
、
自
ら
の
「
無
限
な
生
命
」
の
「
純
粋
感
蜻
」
（
裳
。
げ
r

ω
・
ω
O
ω
・
）
を
「
幽
…
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
カ
ン
ト
の
純
粋
統
畳
を
絶
葉
者
（
聖
璽
）
そ
の
も
の
の
丸

幅
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
汎
紳
論
の
哲
學
髄
系
が
構
成
で
き
る
と
考
へ
ら
れ
た
Q
ヨ
ハ
ネ
輻
菅
書
に
よ
る
精
好
（
聖
岳
）
と
し
て
の
淋

の
直
槻
（
O
粋
】
）
嬬
け
び
①
嘱
“
O
o
ω
p
響
ヨ
巴
け
①
ω
o
汐
ユ
津
Φ
鈍
幽
く
ω
．
μ
O
b
o
．
ω
．
H
ω
¢
斡
）
を
概
念
に
紐
み
か
へ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
考

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
一
…
允
瞥
（
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
｝
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哲
爆
瀞
欝
究
　
第
翅
寵
縫
四
圭
丁
温
繍
絆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

へ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
の
紳
秘
的
笹
鳴
の
内
容
そ
の
も
の
を
思
雛
規
定
と
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
震
た
自
ら
の
膿
験
を
．
反
省
し
規
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
め

こ
と
が
、
彼
の
哲
皐
と
な
る
。
紳
秘
的
直
観
に
よ
っ
て
開
け
た
新
し
い
世
界
（
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
）
を
慧
惟
に
よ
っ
て
規
定
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
じ

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
汎
紳
論
へ
の
道
を
ヘ
ー
ゲ
ル
に
示
し
た
の
は
、
勿
論
ヘ
ル
．
汐
ー
サ
ン
、
シ
ェ
リ
ン
グ
で
あ
る
が
、
特
に
ヘ
ー
ゲ
．
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
「
企
膿
」
－
1
8
9
毘
謬
魏
酔
－
の
理
念
を
蹴
ハ
へ
て
、
「
盤
堕
し
を
立
て
る
こ
と
を
助
け
た
の
は
シ
ラ
ー
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
い
一
－
t
　
．
・
　
　
　
　
．
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
；
ら
．
g
一
ぎ
一
『
．

（
↓
嚇
知
り
如
く
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
於
け
る
弾
倉
的
鴎
心
を
ほ
じ
め
一
」
一
、
爵
泌
約
汎
慶
贈
と
斑
電
し
た
の
は
デ
ィ
ル
タ
千
で
あ
る
。

　
　
　
維
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
か
の
噌
b
算
蝕
ω
．
、
た
る
詩
、
ブ
リ
・
ヘ
ト
荻
の
精
薄
・
ご
〆
、
の
運
へ
謹
叛
び
「
一
八
⇔
U
年
難
系
図
片
」
に
よ
っ
て
か
く
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
　
の
｛
、
の
賦
キ
．
附
毘
心
駕
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
欝
立
ナ
る
壼
ど
敷
は
、
　
ヘ
リ
ン
グ
の
ぞ
’
脳
メ
貞
、
あ
る
Q
彼
は
へ
…
ゲ
ル
の
｛
．
小
欲
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
雰
諮
轡
馬
幡

　
　
　
と
し
て
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
．
の
忌
想
繕
異
民
は
瞬
瓢
鳶
く
蓮
該
汽
的
’
、
へ
滋
提
で
あ
る
と
費
．
・
．
喰
，
．
）
た
（
8
●
踏
舞
Φ
圏
矧
欝
α
q
噛
頴
Φ
騨
q
Φ
γ
ω
⑦
圃
口
一
く
O
瓢
Φ
昌
9
コ
阜
ω
風
質
妻
。
村
渥
”

　
　
　
目
ω
9
鐙
ご
。
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
テ
…
ゼ
は
｛
九
〇
五
年
、
ヘ
リ
ン
グ
？
’
、
れ
は
一
九
二
九
年
で
あ
っ
た
。
以
後
ヘ
ー
ゲ
ル
宥
年
期
の
研
究
は
こ
の
爾
テ

　
　
　
ー
ゼ
を
め
ぐ
っ
て
み
る
と
い
っ
て
柔
い
（
一
九
三
置
年
シ
ュ
麗
イ
ン
ビ
皿
ッ
ヘ
ル
．
か
「
蔦
胆
魂
・
諺
干
し
を
と
な
へ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
。
）
。
　
礁
状
無
は

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
に
於
い
て
却
っ
て
着
い
ヘ
ー
ゲ
ル
の
義
心
が
・
“
、
㌦
か
ん
で
あ
り
、
　
許
、
二
に
お
け
る
漉
．
・
き
の
雨
テ
ー
ゼ
の
戸
立
の
鋒
し
い
例
は
ニ
ェ
ル
（
剛
両
畠

　
　
　
2
δ
ご
◎
燭
●
島
仲
4
目
緯
α
．
や
繕
蝉
）
と
イ
ボ
リ
ヅ
ト
で
洗
る
Q
前
、
「
，
母
拭
デ
イ
ル
タ
ず
な
．
μ
詠
．
馴
し
、
　
筑
☆
は
ヘ
リ
ン
グ
を
支
憾
．
膏
す
る
。
　
ぜ
ポ
リ
ヅ
ト
は
ロ
ド

　
　
　
く
一
・
九
一
二
、
九
年
に
声
㌧
．
匙
を
忠
獣
照
男
．
し
ゲ
イ
ル
タ
イ
一
聯
戻
…
∬
し
池
（
r
Φ
鵬
↓
一
．
9
ぐ
凹
角
囚
伽
Φ
㎞
O
蔭
路
㊦
ω
⑳
ゆ
α
Φ
鵠
Φ
σ
q
Φ
ド
菊
㊦
〈
爵
。
ウ
伽
Φ
ン
貞
蘇
帥
ゆ
℃
げ
矯
も
。
向
Q
窪
㊦
⑦
酔
α
Φ

　
　
　
諸
O
月
蝕
ρ
H
り
ω
頓
．
唱
●
α
α
O
．
）
。
　
　
フ
ラ
ン
ス
に
窺
い
ヘ
ー
ゲ
ル
“
．
呵
、
綜
．
へ
た
の
注
ワ
ー
ル
．
（
回
芝
鐙
窪
）
で
あ
る
。
し
か
し
u
田
島
、
ほ
と
ん
ど
決
ウ
濫
的
と

　
　
　
恩
は
れ
る
仲
恥
い
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
邸
」
・
賢
滞
・
完
が
ル
ー
ヅ
ァ
ン
の
ア
ス
フ
ェ
ル
ド
（
℃
・
諺
㎝
＜
O
罷
）
に
よ
っ
て
羅
臼
，
、
脚
た
。
こ
れ
は
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
テ
ー
ゼ

　
　
　
舎
鵜
紙
に
ち
と
づ
け
た
も
の
　
、
、
あ
る
毎
●
ま
♂
、
免
費
◎
p
象
‘
お
鍔
）
。
』
だ
彼
弦
ブ
イ
心
探
イ
は
、
「
蒜
認
的
」
と
い
ふ
・
　
、
藁
は
謎
夢
、
記
や
す

　
　
　
い
か
ら
用
ひ
鳶
か
つ
’
に
方
が
よ
㍉
ク
た
と
い
ふ
（
圃
ヴ
乙
・
”
噂
‘
回
一
触
・
昌
。
醇
Φ
．
）
。
　
わ
れ
わ
轟
は
ゲ
イ
ル
μ
イ
、
ア
ス
フ
ェ
ル
ド
の
テ
ー
ゼ
は
動
か
し
が
た

　
　
　
い
も
の
と
裕
ず
る
。
日
本
で
の
舶
窺
い
へ
！
ゲ
馬
濁
究
に
は
硫
．
試
織
∵
斌
㎝
i
へ
ー
ゲ
ル
の
瞬
U
家
湖
賊
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
秘
力
的
な
文
鞭
…
緒
介
で
あ
る
。
た
だ
、

　
　
　
一
概
い
へ
一
が
．
ル
も
絡
常
認
印
國
塞
・
総
苛
・
面
鹸
．
窯
國
∵
．
冒
の
㌧
、
賑
拐
に
L
，
∴
つ
ぐ
、
出
八
撤
－
、
・
荒
と
い
ふ
鍛
設
は
8
鴻
っ
て
み
る
。
ル
ヵ
ヅ
チ
e
か
岬
狽
滴
し
九
淑
幽
い
ヘ
ー
ゲ
ル
の

　
　
　
．
反
面
を
姑
｛
滑
一
・
）
て
る
る
り
商
ほ
マ
歩
ケ
∵
∵
．
1
一
礁
我
イ
ギ
．
オ
ロ
ー
グ
の
ル
カ
ヅ
ヂ
に
・
は
フ
ラ
ン
ク
．
フ
ル
ト
五
代
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
諜
ピ
ソ
ー
ド
し
六
の
で
あ

　
　
　
つ
江
（
O
G
巨
霊
搾
麟
ゆ
侮
自
ワ
胴
扁
）
の
戦
噺
瓢
＃
窪
q
O
瓢
0
ケ
q
Φ
㌍
回
O
睡
G
◎
．
鎧
．
8
Φ
鱗
酔
）
。
ま
た
『
．
取
近
、
米
隔
に
、
‘
斎
い
ヘ
ー
ゲ
ル
を
、
反
瀞
黒
・
的
と
罵
や
描
し
、
か
の
紳
秘
的
汎

　
　
　
憩
暦
論
を
ク
リ
ス
ト
葬
臥
の
↑
轡
磁
・
下
．
顛
式
で
は
講
、
伝
い
と
す
る
試
み
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
ヘ
ー
ゲ
ル
の
か
努
綴
に
’
憤
／
∴
糧
受
贈
ヒ
が
な
い
こ
と
を
脂
血
了
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ま
　
　
モ
ま

　
　
　
を
ギ
リ
シ
ャ
的
幽
に
か
へ
さ
う
と
す
・
4
5
も
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
八
丁
と
串
官
．
反
す
る
も
の
で
は
な
い
（
o
艶
、
掃
く
●
、
誤
．
瞬
く
霧
躍
感
》
研
ρ
⇒
コ
唾
、
蟹
Φ
σ
q
⑦
一
．
ω
①
曽
ユ
嗜
9
昌
仲
甲

9
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紳
ゲ
O
O
一
〇
σ
Q
帥
O
ρ
一
男
ゲ
簿
ω
ゆ
唱
8
闘
Φ
℃
ぴ
隷
O
ω
O
℃
ゲ
圃
O
鋤
一
矯
O
〈
一
Φ
♂
く
”
｝
P
コ
¢
鋤
N
鴫
H
Φ
窃
海
℃
Φ
。
α
q
．
賢
曹
一
α
■
）
◎

（
2
）
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
於
い
て
こ
の
や
う
野
コ
弘
場
は
鶴
瞬
に
み
ら
，
起
る
。
倒
へ
ば
、
「
含
｛
と
・
分
錘
…
の
金
｝
」
（
＜
①
『
飢
鵠
蒔
輝
謬
α
q
臨
①
讐
謁
熔
臨
σ
舞
一
白
㊦
置
償
昌
鳥
日
日
。
コ
ー

　
　
昌
§
悉
無
◎
葺
ω
’
し
ゅ
刈
り
●
》
ヨ
副
書
「
墨
白
馬
と
声
聞
と
の
乾
こ
a
冨
更
書
簿
号
＝
廷
駿
①
円
。
器
§
α
山
＄
＜
。
屍
露
ぎ
一
ω
器
ω
訪
誘
け
2
乙
奪

　
　
ω
謬
け
一
圃
0
7
犀
Φ
凶
ρ
ω
O
ぴ
冠
嵐
圃
O
昌
N
綜
桟
憎
◎
謡
凱
閥
至
剛
伽
甥
⑦
O
ぽ
酔
ω
眉
ン
嬬
O
ω
◎
℃
ず
帥
㊦
》
ω
齢
q
四
三
）
「
瞬
一
と
ヰ
局
…
の
目
附
［
」
（
α
一
Φ
剛
島
O
コ
臨
け
覇
叶
儀
①
巴
囲
山
①
昌
酔
一
酔
隣
汁

　
　
＝
冒
頭
Z
一
∩
〆
鋤
山
口
づ
口
酔
鋤
ρ
旧
）
剛
驚
Φ
吋
Φ
躊
N
こ
図
醜
ω
博
O
回
）
巴
ζ
O
一
（
ω
O
び
困
罵
【
㊦
鐸
矯
ω
。
圃
メ
）
「
同
｛
し
」
弄
同
皿
の
舞
鵬
一
に
　
（
伽
繭
①
　
閻
四
⇔
国
①
畠
山
O
村
【
臨
①
P
寓
件
聾
け
＝
昌
鼻

　
　
り
禽
O
ン
鉱
鳥
㊦
瓢
甑
紳
鋤
鱈
○
㎞
U
團
も
り
負
q
曽
）
。
・
ず
、
（
、
て
「
伊
．
乙
蹴
」
．
丹
パ
し
門
，
魂
幅
漕
い
∵
に
　
の
規
一
疋
稽
㌔
あ
る
。

（
3
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
臣
．
ヒ
ュ
・
ヘ
リ
オ
ン
．
　
は
第
｝
部
一
七
九
七
年
笛
軸
部
九
九
年
に
出
た
。
ヘ
ー
ゲ
．
ル
の
ツ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
二
代
で
あ
る
。
シ
エ
リ
ン

　
　
　
グ
の
鼻
息
式
日
申
訳
明
の
r
．
聾
亭
の
原
理
と
し
で
．
の
鷺
・
．
賦
に
つ
い
て
門
．
一
は
　
七
九
滋
年
で
あ
る
。
へ
…
ゲ
ル
は
そ
れ
を
耽
…
・
1
7
れ
、
　
一
七
九
．
五
年
八
月
院
○
日

　
　
　
ユ
、
れ
に
同
峨
心
の
手
紙
か
、
蝋
ハ
へ
て
る
る
匂
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
シ
ェ
リ
ン
グ
、
　
へ
一
が
ル
に
欝
す
る
田
膨
鐸
は
大
き
い
。
　
当
、
後
年
シ
ェ
リ
ン
グ
が
厚
総
に
於
い

　
　
　
で
∬
脚
的
晶
、
へ
世
界
根
魁
か
、
伽
忙
潤
樋
あ
》
ろ
峨
∵
牛
津
力
．
減
た
ル
」
私
．
」
、
鋳
、
ヤ
匙
．
は
　
翫
に
ヘ
ル
、
潔
一
刃
ン
の
聾
蛾
へ
ゐ
孤
ぐ
ツ
の
呉
、
瀞
の
る
◎
幽
、
㌻
㌧
”
＼
へ
；
ゲ
ル
の
汎
藩
警
胴
的
、
膵
撹
居
・
、
王

　
　
　
苗
八
に
ジ
リ
亦
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
ポ
パ
撫
℃
一
汀
あ
暢
る
」
聖
職
）
躍
ぼ
げ
⑦
鴫
噛
国
同
一
Φ
σ
切
凶
ω
自
益
瓢
一
）
剛
O
び
叶
岱
同
μ
瞬
℃
ω
．
鼻
O
団
・
）
。

（
1
）
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
州
∬
・
ず
る
シ
ラ
ー
の
甲
，
自
転
隷
は
舳
W
に
注
資
㎞
さ
れ
ね
ば
殊
・
㌧
ぬ
（
○
捗
開
骨
固
吋
◎
邸
Φ
び
く
O
謬
跨
拶
鐵
け
び
一
ω
国
ゆ
シ
費
¢
押
周
囲
ω
’
頓
笛
’
博
↓
・
瓢
”
の
臨
撮
σ
q
旧

　
　
　
o
娼
。
6
淳
。
囲
ω
●
幽
①
①
．
）
Q
ヘ
ー
ゲ
ル
に
点
．
型
押
奴
燕
び
自
然
の
ぶ
寮
ら
．
ず
「
歴
慶
」
の
蝿
の
縫
に
も
美
的
輝
…
想
の
猛
り
法
を
と
り
う
る
こ
と
か
・
数
へ
た
の
．
は
、
シ
ラ

　
　
　
一
で
あ
る
Q
ヘ
ー
ゲ
ル
臨
は
一
み
し
九
「
五
硫
丁
瞬
目
星
小
一
塩
ハ
R
N
の
机
ジ
瓢
帆
（
じ
ご
吋
一
①
隔
Φ
”
H
Q
D
．
鱒
0
1
・
）
叫
、
「
シ
ラ
ー
の
ホ
ー
レ
ン
豊
門
一
日
聖
二
醇
弛
は
私
に
大
愚
・
．
昏
一
蹴
P
．
ひ
い
婿
飢
ハ

　
　
　
へ
た
。
『
人
…
圖
の
凸
た
的
捻
　
育
・
｛
騨
一
は
傑
作
で
あ
る
」
と
成
嘗
甥
的
に
僧
献
っ
て
み
る
g
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
ほ
ぼ
シ
ラ
ー
と
同
じ
立
脚
か
ら
ヵ
ン
｝
か
・
∴
瀬
じ
て
哲
職
い

　
　
　
に
入
っ
た
の
で
、
み
の
る
。
シ
ラ
ー
の
け
副
審
膏
の
惰
旧
事
は
中
嵐
’
乙
へ
；
，
ゲ
ル
の
も
の
・
“
、
怯
の
で
、
ふ
の
る
。
「
ふ
轟
乙
つ
の
鰻
一
限
」
遺
り
亦
シ
ラ
ー
に
萱
・
か
で
議
の
・
㌧
・
り
。
『
ブ
イ
・

　
　
　
ヒ
テ
瀕
以
曽
搬
L
」
シ
ェ
リ
ン
グ
融
醜
ズ
ボ
の
煽
烈
．
漫
』
に
蟄
け
．
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
図
串
駅
ぬ
個
も
駒
か
に
シ
ラ
ー
の
「
一
同
的
営
門
点
倣
」
み
　
反
臥
「
し
で
、
み
る
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
『
美

　
　
　
簿
畜
鵜
苧
靴
』
で
も
、
カ
ン
ト
を
超
え
た
の
は
シ
ラ
ー
の
功
枕
撒
で
あ
る
と
い
剃
、
》
、
『
、
ホ
…
レ
ン
“
、
h
ツ
、
猛
善
し
、
…
i
遇
立
に
葺
し
で
．
イ
ヂ
．
1
の
8
0
け
ρ
鵠
酔
似
け
を
シ

　
　
　
ラ
ー
は
要
求
し
、
哲
準
が
そ
れ
カ
．
な
ナ
前
に
、
そ
れ
か
．
惑
じ
・
安
官
霞
ら
し
め
九
」
と
い
っ
て
み
る
。
鍋
人
が
．
員
分
の
う
ち
に
も
つ
イ
デ
ア
的
環
想
的
人

　
　
　
聞
凹
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
も
「
馬
出
壼
小
に
濫
っ
て
工
瓢
笥
ト
し
た
」
の
で
あ
の
る
（
＜
O
烏
口
Φ
⑳
露
諮
σ
q
Φ
コ
鶴
ぴ
O
H
四
一
①
臣
Φ
ω
什
財
①
訟
瞠
鴇
H
ω
．
Φ
一
1
ω
・
）
心

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

P
　
論
　
　
　
　
理

　
さ
て
、
か
の
「
軍
純
範
疇
し
を
形
面
上
學
の
方
法
と
し
た
も
の
が
、

も
　
　
ち
　
　
し
　
　
も

雄
の
方
法
と
し
て
の
鼎
誰
法
と
は
如
何
な
る
論
蝶
で
あ
る
か
。
　
へ
…
ゲ

　
　
　
　
　
　
〈
ー
ゲ
ル
の
一
∵
冗
牲
（
｛
冗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
セ
　
　
コ
　
　

ヘ
ー
ゲ
ル
の
玉
壷
法
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
を
要
し
な
い
Q
彫
而
上

ル
は
ス
ピ
ノ
ザ
の
か
の
　
「
す
べ
て
の
限
定
は
否
ぬ
蹴
で
羨
熱
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
濠
州
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繋
墨
欝
究
　
酌
噴
田
鶴
瞬
十
蕊
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覗
騰

○
二
四
ω
山
霧
Φ
弓
ヨ
ぎ
餌
餓
。
Φ
0
9
け
昌
Φ
鐙
鋤
戯
9
i
と
い
ふ
命
題
を
、
「
限
定
は
肯
定
と
し
て
定
立
さ
れ
た
否
定
」
で
あ
る
と
註
し
（
○
び
一
同
ω
払
O
O
・

O
h
曾
℃
直
ゆ
o
o
・
お
・
①
G
。
，
ゆ
・
認
・
）
、
い
ば
ば
ス
ピ
ノ
ザ
の
命
題
を
逆
に
し
た
「
眼
定
さ
れ
た
否
定
」
1
σ
Φ
焔
ゆ
菖
営
ヨ
お
2
①
騨
q
糞
。
臨
O
コ
…
が
、
哲
學

の
唯
一
の
「
方
法
」
で
あ
る
、
と
富
張
し
た
。
す
な
は
ち
㌻
否
完
は
同
掻
に
肯
定
的
で
あ
っ
て
、
自
己
矛
活
的
存
准
は
零
す
な
ば
ち
抽
象

的
無
に
解
清
し
さ
る
至
催
的
否
定
で
は
な
く
、
特
殊
内
容
の
否
定
で
あ
る
か
ら
、
内
容
を
所
有
す
る
新
概
念
を
獲
得
し
う
る
。
「
先
行
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
き

念
の
否
定
或
ひ
は
そ
れ
の
封
立
慨
念
」
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
こ
の
表
現
は
瞳
抹
で
あ
る
　
　
に
よ
っ
て
そ
れ
だ
け
豊
富
に
さ
れ
、
先
行
概
念

を
包
含
す
る
が
更
に
こ
れ
よ
り
一
著
多
く
の
も
の
を
勉
含
し
、
そ
の
概
念
と
封
立
戴
念
と
の
続
一
と
な
る
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
ふ
。
こ
れ

が
「
限
定
さ
れ
た
否
定
」
に
よ
る
「
内
在
的
超
越
」
（
国
琴
顕
G
。
回
）
乃
至
は
「
内
撫
的
演
繊
」
（
○
轡
湾
ω
・
卜
。
ぢ
・
）
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の

辮
讃
法
で
あ
る
。

　
周
知
の
ご
と
く
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
い
は
ゆ
る
懸
．
撃
的
論
証
の
購
澄
法
に
お
い
て
は
、
綜
台
は
定
立
と
反
定
立
と
の
煽
五
の
「
制
限
」
i

ζ
ヨ
潔
鋤
詮
。
昌
－
に
よ
る
も
の
で
あ
る
◎
ヘ
ー
ゲ
ル
の
聯
讃
按
の
綜
合
が
何
故
、
定
立
よ
り
も
「
よ
り
豊
富
」
な
の
で
あ
ら
う
か
。
わ
れ
わ

れ
は
、
さ
き
に
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
の
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
は
ゆ
る
概
念
の
自
己
喪
失
と
し
て
箪
に
指
示
ー
ヨ
。
鵠
ω
爾
冨
お
箒
1
さ
れ
う
る
の
み

の
直
接
的
な
図
柄
、
「
こ
の
も
の
」
を
手
が
か
り
と
し
よ
う
・
樽
統
的
な
墨
客
は
・
乱
軍
に
い
つ
三
プ
棚
（
並
・
遮
）
・
流
麗
・
籏
疋

の
關
係
で
す
べ
て
の
論
理
的
操
作
な
規
完
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
凝
念
の
内
包
に
種
差
を
如
何
に
加
へ
て
も
「
こ
の
も
の
」
の
「
こ
の
」

と
い
ふ
性
格
を
十
蚕
に
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
骸
、
式
鞠
膚
寒
の
、
墨
継
ば
患
，
ど
詮
議
ど
で
決
完
さ
れ
る
が
、
そ
の
非
A
は
開
か
れ
た
無

じ
く

限
定
（
不
定
）
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
蚕
髄
は
擬
念
の
外
延
の
ロ
匿
的
全
盤
と
し
て
一
詮
的
に
決
定
し
え
ぬ
抽
象
的
普
遍
、
ヘ
ー
ゲ
ル

の
い
ふ
「
共
通
性
」
で
あ
る
。
…
鎚
っ
て
、
普
通
に
外
延
を
持
た
ぬ
も
の
乃
至
は
最
小
の
管
下
と
な
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
箪
欄
概
念

（
闘
魚
名
詞
）
、
ま
た
表
示
的
に
の
み
示
さ
れ
う
る
「
こ
の
も
の
」
は
形
式
論
理
の
普
遍
に
は
包
乱
し
切
れ
ぬ
も
の
と
し
て
残
さ
れ
る
。
A

の
個
膿
性
に
つ
い
て
は
、
A
は
A
で
あ
る
、
綱
別
は
個
別
的
で
あ
る
、
と
い
ふ
飼
二
鋼
階
を
な
し
う
る
の
み
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
鋼
断

論
に
お
い
て
、
膏
定
聖
断
「
翻
は
書
趣
で
あ
る
」
の
説
語
は
直
接
的
な
個
別
で
あ
り
、
そ
の
限
り
箪
に
「
凹
面
一
般
」
一
国
汁
≦
鋤
ω
⇔
σ
①
ワ
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ぴ
信
。
二
冥
一
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
「
る
．
掃
い
ち
ら
は
し
え
・
な
い
も
の
」
一
Φ
ジ
q
湧
儂
σ
森
2
騰
①
の
一
身
琴
ゆ
。
。
刈
）
と
い
ふ
性
格
を
示
す
「
純
粋
有
」

一
α
舘
讐
①
ぎ
。
ω
Φ
窪
i
で
あ
る
℃
こ
の
有
の
「
或
物
一
般
」
が
定
有
一
U
簿
ω
①
冒
1
の
「
こ
の
も
の
し
の
層
別
性
を
得
る
の
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
り
　
　
う
　
も
　
　
セ

に
お
い
て
次
の
ご
と
き
論
堰
的
操
作
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
こ
の
「
煮
物
一
般
」
な
る
肯
定
鋼
階
の
窒
、
諮
は
「
否
定
無
断
と
無

の
　
　

も
　
　

し
　
　

も
　
　

ち
　
　

セ
　
　

リ
　
　

も
　
　
も
　
　

も
　
　

も
　
　

し
　
　

も
　
　

う
　
　
も
　
　

も
　
　

や
　
　
も
　
　

つ
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　

も
　
　
ち

若
鮎
瞬
の
媒
介
を
遍
じ
で
は
じ
め
て
掴
騎
と
し
て
定
立
さ
れ
る
」
の
で
・
あ
る
（
O
ピ
ば
ω
・
鍵
G
驚
ご
b
か
く
し
て
箪
樗
剰
隣
の
慢
語
が
得
ら
れ

る
Q
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ず
鶯
｛
陀
鯛
庫
馴
は
、
∴
（
輪
、
乱
獲
配
噴
、
．
な
ノ
＼
、
撫
O
ン
ざ
に
㌦
涯
㎡
、
た
「
限
占
呪
艶
O
れ
た
否
｛
ん
」
で
山
の
り
、
流
　
訟
噴
が
包
含
す
る
繭
賛
漏
…
的
，
艦
鰍
陥
域

　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
め
　

を
保
持
し
て
み
る
（
O
い
嵩
。
り
・
鱒
G
。
い
。
・
ぢ
「
こ
の
パ
ラ
は
赤
く
な
い
」
　
は
〔
、
〃
巴
し
を
保
持
す
る
．
）
無
眼
僧
録
は
蓮
語
の
金
領
…
域
が
否
定
さ
れ
、

蓮
駕
簡
し
も
窒
．
凱
聞
し
」
の
間
に
は
繍
口
ら
の
翫
巨
｛
既
曲
關
係
・
も
誹
堰
い
（
図
欝
。
ゆ
一
刈
跡
Q
・
o
か
く
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
困
h
心
瓦
藺
断
の
㍗
台
｛
疋
は
「
隈
｛
肥
さ
㌃
れ
（
κ
否

定
」
（
粕
甥
的
否
定
）
に
よ
る
鷲
．
帳
台
定
で
あ
り
、
無
限
荊
瞬
の
否
定
は
盗
面
的
．
否
定
（
絶
幽
境
否
定
）
に
よ
る
質
釣
否
定
で
あ
る
わ
け
で

あ
る
。
撃
っ
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
個
別
を
細
別
と
す
る
の
は
、
否
定
舗
瞬
の
違
語
の
号
…
的
無
限
と
無
限
藺
断
の
蓮
語
の
貿
的
無
限
の

　
　
　
し
　
　
　
し

多
腺
の
全
禮
で
あ
る
Q
も
し
七
情
法
が
「
隈
定
さ
れ
た
否
定
」
に
よ
っ
て
新
概
念
を
獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
限
定
さ
れ
た
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

定
」
に
よ
る
「
こ
の
も
の
」
の
内
容
の
限
竃
へ
，
醗
念
規
定
）
は
、
か
か
る
全
盤
と
の
關
孫
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
。
「
こ
分
も
分
〕
、

と
い
ふ
も
は
や
分
析
し
え
・
な
い
ひ
と
つ
ゆ
畿
鵬
は
．
、
か
が
る
絶
勤
的
金
媛
と
・
相
關
的
に
の
み
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
は
じ
め
て
絶
封
的

に
、
　
「
鋼
湖
は
都
県
で
あ
る
。
逆
に
許
逓
は
綱
別
で
あ
る
」
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
ひ
う
る
の
で
あ
る
。
同
一
即
断
（
背
越
的
無
限
鋼
臨
）
と

否
慮
晶
無
限
馴
緋
と
を
合
は
せ
た
耳
食
が
、
　
へ
；
ゲ
ル
に
お
け
る
「
論
理
の
世
界
」
（
¢
旨
く
Φ
議
①
o
臨
山
ぼ
o
o
鴬
諾
Φ
）
で
あ
る
。
こ
の
金
盤

が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
密
封
者
で
あ
る
Q
笹
縁
上
階
の
「
如
何
な
る
隠
元
も
絶
灘
者
か
ら
始
…
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
（
○
び
巖
ω
・
お
ρ
）
か
ら
、
ヘ

ー
ゲ
ル
に
お
い
て
、
常
に
ま
つ
、
購
一
刺
翫
に
よ
っ
て
こ
の
や
う
な
発
談
（
絶
封
潜
）
が
、
任
意
の
び
と
つ
の
縄
野
乃
戴
見
地
（
パ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も

ペ
ク
テ
ィ
ブ
）
の
感
発
的
直
接
的
数
「
菖
鐙
約
金
綴
」
へ
O
ピ
煩
．
ω
・
鵠
O
・
）
と
し
て
興
へ
ら
れ
る
（
同
一
一
＆
Φ
馨
麗
葺
i
）
。
そ
こ
で
、
否

定
判
票
啓
立
ち
・
「
限
定
さ
れ
た
否
定
し
の
論
欝
畜
力
を
要
諭
，
託
て
・
環
を
二
分
す
鶏
定
が
・
釜
・
反
定
立
と
し
て
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ム
つ

一
方
は
無
爵
戸
普
温
）
の
、
他
方
は
そ
れ
の
「
限
定
さ
れ
た
否
定
」
た
る
有
爵
（
愛
別
）
の
、
垂
盛
事
、
定
巽
と
し
て
輿
へ
ら
れ
る
（
纒
別

　
　
　
へ
－
ゲ
ル
の
一
∵
冗
桑
究
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
瓢
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賀
學
研
糀
第
瞬
百
畷
＋
蕪
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釜
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
う
　

一
¢
馨
Φ
擁
。
露
①
鳥
一
）
。
こ
れ
が
い
は
ゆ
る
轄
銀
の
蒼
定
で
あ
る
。
か
く
し
♂
．
鳳
、
資
．
立
、
矛
盾
が
生
じ
て
、
こ
の
封
立
者
が
五
に
死
し
て
行

ふ
、
署
定
着
騒
　
　
こ
れ
が
い
は
ゆ
る
辮
讃
法
的
契
旋
で
あ
る
　
　
が
、
素
潜
の
共
通
の
も
の
と
し
て
幾
す
書
毒
茸
領
域
が
「
綜
合
」
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

る
筈
で
あ
る
（
瀧
虜
；
○
讐
欝
ロ
ー
）
o
し
か
し
こ
の
場
合
、
も
し
磨
隈
（
鋼
別
）
か
ら
出
碧
し
て
「
こ
の
も
の
」
を
量
…
輪
、
「
限
定
さ
れ
た

黙
考
し
に
よ
り
無
限
（
害
．
瀬
）
の
ホ
に
．
．
侵
介
し
定
位
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
熱
眼
穏
の
署
霞
熱
断
を
必
要
と
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
無
限

進
行
を
お
こ
す
否
定
熱
餅
の
濁
り
立
つ
地
…
干
に
は
、
論
豊
蔚
意
緊
に
於
け
．
る
矛
贋
は
な
い
。
否
定
瑠
騒
の
頒
域
は
無
限
に
鰻
か
れ
た
も
の

で
あ
り
、
閉
ぢ
た
一
難
的
・
な
「
盃
．
麗
」
が
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
の
み
、
　
【
、
こ
の
も
の
し
は
一
．
こ
の
も
の
」
で
あ
る
と
同
時
に
相
互
限
定

的
に
「
か
の
も
の
」
で
も
あ
る
、
と
い
ふ
矛
屠
は
・
蔵
品
し
う
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
、
こ
の
網
闘
か
ら
轟
冷
す
る
否
定
作
用
は
、

如
何
に
す
る
も
無
限
（
普
遍
）
に
は
蓬
し
え
な
い
。
　
こ
の
惑
黒
渋
な
る
ω
o
財
①
欝
の
反
復
は
「
愚
屈
な
」
（
冨
鄭
蹟
≦
鼠
劇
画
）
も
の
で
あ
る

ひ
　
　
　
　
　
　
セ
　
　

も
　
　
な
　
　

セ
　
　
や

か
ら
や
め
に
し
て
、
無
限
（
書
画
）
が
宿
眠
（
個
別
）
に
例
し
て
行
ふ
否
定
細
断
に
飯
豊
を
委
ね
る
。
す
な
は
ち
こ
れ
が
無
限
制
断
で

馨
ご
．
蕊
．
は
総
額
で
総
て
ガ
鴛
で
即
で
雛
染
る
・
こ
れ
に
よ
っ
て
無
限
進
行
を
難
し
・
與
へ
ら
れ
た
講
へ

　
「
観
川
浦
」
（
》
瓢
蝕
α
ω
瓢
謬
騎
）
「
田
朋
艦
壌
」
（
N
償
ω
鋤
ヨ
臼
①
ご
ω
貯
開
①
P
N
郎
ω
£
9
ヨ
ヨ
O
ご
陥
鋤
＝
⑳
欝
）
「
汝
無
口
」
（
N
亭
O
搬
環
嵩
鳥
？
騎
①
津
Φ
欝
）
「
－
目
邑
門
辺
触
蹄
」

（
N
億
目
儲
O
醤
験
Φ
び
Φ
謬
口
∀
ω
回
O
ぴ
｝
圃
昌
ω
一
〇
ぴ
識
①
7
Φ
欝
鳩
N
訟
－
ω
鴇
O
ゲ
ー
ω
Φ
一
び
后
。
け
・
騨
O
ヨ
営
Φ
謬
）
す
る
。
か
く
て
「
安
定
の
否
定
し
苑
O
い
凝
ψ
お
O
・
）
な
る

ヵ
　
　
も
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も

第
二
の
否
定
に
お
い
て
「
右
限
脅
は
無
限
者
の
申
に
澄
失
し
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
ほ
無
限
者
の
み
」
お
じ
同
Q
り
・
藁
ご
と
逸
る
今
故
ニ
ヘ

ー
ゲ
ル
の
瀞
記
法
ゾ
綜
膏
は
「
隈
｛
乱
さ
れ
た
否
虎
」
の
み
に
よ
る
論
涯
　
．
三
熱
盤
の
懇
行
に
よ
る
も
の
で
は
へ
践
い
。
∵
弘
南
の
蒼
言
∵
泌
削
　

肯
定
と
な
る
た
め
に
は
、
鳶
職
・
か
ら
宥
．
ふ
暦
魂
鎮
瞬
が
擁
す
書
編
∵
掛
領
域
を
聾
撫
す
る
施
恵
賠
．
無
潮
瀬
瞬
．
に
よ
る
貿
、
ボ
な
「
絶
溝
ド
：
賛

完
性
」
す
な
は
ち
い
は
ば
「
限
小
岱
．
C
れ
ぬ
否
定
」
（
受
益
①
の
ユ
ヨ
曇
搭
翼
Φ
α
q
溝
け
δ
コ
｝
に
よ
る
無
限
（
碧
蕪
・
金
鑓
）
の
自
己
復
蛉
が
必
要

で
あ
る
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
綜
合
」
は
、
常
に
「
隈
定
さ
れ
た
否
定
」
を
な
ほ
解
隣
す
る
「
限
定
さ
れ
ぬ
銀
鼠
」
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。

富
者
に
よ
る
否
定
が
論
理
的
に
創
造
的
と
な
．
る
の
は
、
否
定
九
時
の
う
ち
の
み
に
眠
ら
れ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
が
量
的
、
分
遣
可
能
性
の
み
に
よ

っ
て
自
我
と
非
我
と
の
蹴
抗
を
考
へ
た
所
以
で
あ
．
る
、
ア
ィ
ヒ
テ
は
絶
甥
者
、
．
絶
封
我
）
を
す
べ
て
の
欝
讃
法
を
超
え
た
自
由
な
、
い
は
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ば
「
前
々
讃
法
的
な
」
（
〈
O
棉
鳥
岡
素
直
Φ
貯
田
圃
の
O
ゲ
）
も
の
と
し
た
（
O
h
沁
・
誘
民
。
二
二
〇
圃
）
・
鉱
酔
；
剛
も
峰
・
鰹
も
。
・
）
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
さ
う
で
は
な
い
。

綜
合
は
常
に
こ
の
絶
射
増
に
還
へ
る
ゆ
ゑ
に
、
　
7
イ
ヒ
テ
の
場
倉
と
異
っ
て
、
　
「
よ
り
豊
か
な
」
綜
含
と
い
は
れ
る
。
絶
鋤
者
の
行
ふ

否
完
鯛
籔
は
絶
勤
（
不
縁
理
）
で
あ
る
。
否
定
的
無
限
綱
断
は
直
ち
に
肯
定
的
無
限
馴
瞬
（
阿
一
熱
瞬
）
に
一
致
す
る
Q
す
な
は
ち
、

さ
嘉
ご
に
は
有
限
認
4
1
の
な
す
否
定
制
響
の
無
議
油
単
“
を
瞬
ち
切
る
た
め
に
、
　
心
配
葺
給
否
定
の
働
》
ご
と
し
て
坐
訟
騰
と
蓮
誠
臨
と
の
闇
脚
に
何
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
も
　
　
わ
　
　
ち

肯
定
的
鵬
係
な
し
と
さ
れ
た
、
へ
…
ゲ
ル
の
否
定
齢
、
隈
隈
舗
麟
は
、
翼
め
て
獣
帯
的
に
1
鐙
弓
隠
。
ω
憲
毒
鼠
の
§
Φ
巳
一
冨
窪
俸
謹
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
セ
　
む
　
　
わ

（
○
瞥
目
Q
Q
・
邸
G
。
伊
）
一
、
　
こ
の
「
馴
既
の
コ
ゾ
ラ
が
含
ん
で
み
る
も
の
、
す
な
は
ち
、
質
的
な
幽
．
願
（
窒
語
と
諭
…
語
｝
が
こ
の
痴
者
の
．
同

も
　
し
　
う
　
も
　
も
　
も

一
性
に
お
い
て
（
傍
黙
筆
者
）
止
揚
さ
れ
る
」
（
O
い
鵠
Q
り
●
糖
⑳
・
）
こ
と
を
も
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
黛
凝
せ
し
め
ら
れ
る
。
す
な
は
ち

▼
こ
れ
が
「
否
定
の
否
定
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
直
ち
に
肯
定
的
無
隈
脚
半
に
縛
ず
る
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
、
の
無
毒
斜
断
は
里
長
の
否
定
の
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
　
　
　
　

し
ら
　
ヨ
　
　
　
ド

を
す
る
。
B
亙
的
無
限
進
行
に
減
し
て
は
絶
繋
的
な
無
二
係
な
否
蜜
、
を
、
そ
し
て
肖
ら
、
（
論
題
的
普
懸
）
　
の
・
甲
で
ほ
爆
撃
を
，
含
．
む
「
限
楚

さ
れ
だ
否
定
」
を
Q
　
　
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
か
の
充
尼
理
由
の
原
理
を
、
マ
ギ
モ
ン
ほ
よ
り
再
帰
に
し
て
、
排
中
徐
を
威
立
さ
せ
無
限
制

麟
を
論
理
の
世
界
よ
り
排
除
し
、
　
い
は
ゆ
る
「
限
定
可
能
性
の
原
理
」
を
立
て
た
（
野
揖
久
宍
旨
サ
獅
モ
ン
・
マ
イ
モ
ン
の
智
學
」
一
哲
以
憲
究

壌
戯
…
旦
　
発
一
七
置
）
。
こ
れ
が
フ
，
η
ヒ
テ
の
画
讃
法
の
原
理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
逆
に
無
限
判
断
を
積
極
的
に
探
服
し
て
、

自
ら
の
辮
讃
法
に
と
り
こ
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

　
今
こ
れ
を
爽
に
へ
…
ゲ
ル
の
「
排
中
律
」
の
解
騨
を
例
と
し
て
詮
明
し
よ
う
っ
　
「
機
物
は
A
で
あ
る
か
非
A
で
あ
る
か
で
あ
っ
て
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ぬ
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
も

者
は
存
在
し
な
い
」
と
い
ふ
舞
申
律
の
命
題
は
、
へ
！
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
ま
つ
、
す
べ
て
の
も
の
は
車
立
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、

と
の
主
張
で
あ
る
。
す
額
は
ち
A
と
い
ふ
有
限
な
悟
性
的
．
規
定
を
與
へ
ら
れ
た
も
の
は
、
無
限
と
下
立
矛
盾
し
て
み
る
と
い
ふ
わ
け
で
あ

・
。
・
か
も
・
の
命
澤
、
撚
で
・
℃
略
で
も
な
い
葦
、
の
あ
、
3
黒
し
・
↓
・
あ
髄
が
、
翌
撮
慰
纂
三
虚
し
て
嚢

す
る
・
と
集
シ
、
み
る
と
い
は
れ
・
。
あ
毒
と
課
す
・
も
の
も
て
、
「
或
惣
は
自
書
で
あ
ゑ
き
筈
で
脅
な
・
奮
繋

も
で
も
櫟
せ
し
曽
塾
紅
ゐ
・
。
あ
誕
難
癖
物
し
の
弩
沼
蝦
愈
磐
の
繋
芽
潔
斎
建
め
、
撫
物
そ
れ
専

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
は
．
兀
牲
（
癖
罵
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獣
七
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哲
μ
い
欝
究
　
飾
穆
鰹
鐸
四
十
蕉
簸
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凱
八

が
排
除
さ
る
べ
き
第
三
者
と
な
る
」
（
O
ピ
譲
な
Q
・
禦
・
）
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
ふ
の
で
あ
る
Q
　
こ
の
無
冠
な
棄
驚
が
「
総
立
の
理
由
」
と
し
て

の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
幾
撫
」
一
O
墨
書
冨
傷
1
な
の
で
あ
る
Q
「
或
物
」
が
自
ら
で
非
A
を
規
定
せ
ん
と
す
る
否
定
判
断
は
、
量
的
な
懇
無
限
を

慧
起
す
る
故
、
「
杢
灘
」
が
「
或
物
」
な
質
濾
無
限
制
瞬
に
よ
っ
て
躯
斥
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
は
じ
め
の
A
と
す
り
替

へ
ら
れ
た
憂
盤
と
し
て
の
「
A
は
A
で
あ
る
」
と
い
ふ
菅
定
約
無
限
謡
扇
（
同
｝
藺
斯
）
な
の
で
あ
る
。
へ
！
ゲ
ル
で
は
A
と
い
ふ
記
號

す
ら
．
一
一
覇
を
も
た
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
わ
れ
わ
れ
が
の
べ
た
こ
と
を
ひ
と
ま
つ
要
約
す
れ
ば
、
ω
ヘ
ー
ゲ
ル
の
緋
謹
法
に
お
け
る
封
立
矛
盾
は
無
限
と
有
限
と
の
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
つ
　
　
ち
　
　
も
　
　
カ
　
　
う
　
　
も

あ
る
。
ω
定
立
と
反
定
立
と
ぱ
「
限
定
さ
れ
た
．
否
定
」
に
よ
る
否
定
舗
断
の
關
孫
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
の
否
定
制
断
の
窒
語
は
堂
…
に
有

も
　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
　
　
も
　
　
る
　
　
も

限
（
個
別
）
で
あ
る
｛
内
藤
の
判
斯
）
。
　
團
綜
奮
は
「
限
定
さ
れ
ぬ
（
不
定
な
）
否
定
」
に
よ
る
、
否
定
的
無
隈
馴
闘
の
關
係
で
あ
っ
て
、

こ
の
魔
蜘
罫
発
頭
黙
真
書
（
か
糟
霧
添
か
ひ
（
七
二
の
舗
漸
）
・
瀕
あ
定
喪
釜
の
勤
臆
鍬
パ
レ
ス
ペ
、
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

テ
．
イ
ブ
と
・
試
〕
れ
と
綜
育
一
お
け
る
．
ハ
し
寄
ヘ
ク
テ
で
ブ
と
の
、
購
に
は
論
、
理
と
し
て
無
軌
滋
な
不
定
な
飛
羅
が
み
重
，
匠
は
、
わ
れ
わ
れ

だ
ら
ず
と
も
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
　
一
纏
、
辮
如
法
は
二
分
法
に
よ
る
澱
賞
推
斑
、
の
雛
系
の
全
．
燈
で
綱
，
肘
を
規
定
し
震
う
と
す
る

論
理
で
あ
り
、
そ
の
小
演
戯
の
ひ
－
評
偏
つ
を
「
隈
｛
説
さ
れ
た
嘉
事
」
に
よ
る
否
定
商
口
醗
で
、
立
て
て
、
そ
の
大
前
提
を
求
め
る
も
、
の
で
あ
る
、

と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
へ
嗣
．
6
0
扁
毎
…
○
唱
・
o
一
け
二
〇
り
・
卜
。
邸
G
◎
・
）
o
　
し
か
し
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
　
こ
の
大
前
雛
は
、
求
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
輿
へ
ら
れ
て
る
る
わ
け
で
あ
る
。
全
灘
的
「
普
遍
」
が
は
じ
め
か
ら
「
推
理
の
凡
て
の
対
々
を
賞
い
て
る
る
」
（
O
い
周
H

ω
・
お
Φ
・
）
の
で
あ
る
。
今
、
ふ
た
た
び
、
　
二
の
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
曽
遍
」
を
論
理
紬
に
明
確
に
し
よ
う
Q
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
輩
総
鯛
断
の
璽
．
語

「
こ
の
も
の
し
な
る
個
別
は
「
自
己
と
同
マ
魅
し
な
っ
た
蓮
語
（
普
煽
）
に
範
…
帰
す
る
」
。
が
、
そ
の
書
瀟
…
は
「
加
福
さ
れ
た
も
の
の
纏
…
犠
…
」

一
Φ
葺
N
器
鋤
B
ヨ
Φ
鄭
欝
ω
ω
の
コ
〈
o
嵩
¢
馨
Φ
誘
。
蔵
①
鳥
Φ
ご
Φ
魏
一
（
O
ピ
H
囲
9
卜
。
。
。
㎝
・
）
す
な
は
ち
縮
禮
一
》
鑓
6
諦
i
で
あ
る
。
こ
の
悪
無
限
的
量

的
納
嬢
麗
は
、
個
濁
（
有
限
者
）
を
素
”
諮
と
す
る
否
定
覇
駄
が
無
限
進
行
に
よ
っ
て
到
達
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
浮
織
し
て
へ

－
ゲ
ル
が
立
て
る
新
た
な
全
瀦
、
す
な
は
ち
「
溶
溶
の
緊
慨
i
8
0
冠
罵
翁
轡
一
」
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
こ
の
も
の
し
と
へ
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ち
　
　
も
　
　
も

ー
ゲ
ル
の
’
企
賊
概
（
絡
｝
録
以
噴
）
－
．
．
㎞
の
同
質
機
が
あ
ら
た
め
て
示
さ
れ
る
O
「
恥
削
念
の
ソ
焼
麟
隅
」
、
　
へ
！
ゲ
ル
の
繊
世
理
賦
聞
「
舗
　
」
、
　
は
す
べ
て
の
…
個

別
化
さ
れ
た
規
定
を
そ
の
「
費
灘
晦
同
質
性
」
1
ω
¢
σ
詳
黛
δ
δ
鐵
Φ
嵩
①
O
①
饒
Φ
鴻
Φ
5
ぴ
①
凶
『
i
の
中
に
解
附
し
て
含
ん
で
み
る
。
こ
の
全
購
…
の
イ

エ
ラ
ル
シ
ー
の
中
で
「
こ
の
も
の
」
は
紘
置
づ
け
ら
れ
る
Q
学
者
は
映
し
台
ふ
。
こ
の
概
念
の
イ
ラ
エ
ル
シ
…
に
お
け
る
賦
的
論
的
必
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
う
　
　
も
　
　
も

性
に
よ
っ
て
、
　
「
穣
」
が
否
完
黙
自
己
同
一
性
と
し
て
「
こ
の
も
の
し
に
宿
る
◎
か
か
る
口
絢
論
は
「
象
徴
」
を
求
め
る
有
限
圭
義
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　

し
　
　
も
　
　

カ
　
　

も
　
　
セ
　
　

も
　
　
も
　
　
や

る
Q
こ
の
雪
雲
に
よ
る
覇
斯
、
「
績
．
植
暦
象
」
で
は
「
害
漏
…
が
索
質
的
に
主
語
で
あ
る
」
（
O
ピ
麟
ω
・
N
紹
．
）
と
い
は
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
へ
1
ゲ
ル
の
辞
談
法
の
綜
膏
を
炉
罫
ふ
否
定
約
鰻
眼
制
縣
の
主
語
が
常
に
黛
限
（
流
日
掘
）
で
あ
る
、
こ
と
の
煮
味
で
あ
る
。
こ
の
制

禦
の
主
語
と
蓮
語
と
の
逆
醸
蟹
一
－
さ
き
に
願
聴
手
甑
で
わ
れ
わ
れ
が
指
興
し
た
も
の
…
一
に
へ
…
ゲ
ル
の
論
理
的
操
作
の
要
め
が
あ
る
わ

け
で
あ
る
Q
ま
つ
存
雇
金
禮
の
．
ー
エ
ラ
ル
シ
ー
を
醜
に
の
べ
た
二
分
法
に
よ
る
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ウ
ス
の
樹
」
流
に
論
，
理
的
類
と
し
て
前
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
る

し
、
へ
1
が
ル
の
否
定
判
餅
が
綻
熱
論
を
め
ざ
す
存
在
制
…
鹸
で
あ
る
時
に
は
量
的
「
膵
管
さ
れ
た
測
定
」
が
働
く
。
そ
し
て
こ
の
無
限
進
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
つ

を
止
揚
綜
合
す
る
場
含
に
は
、
存
在
全
点
の
イ
エ
ラ
ル
シ
i
ψ
．
野
駈
倒
し
た
も
の
が
、
債
、
植
凶
賊
と
し
て
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
が
無
限
鱗
漸

で
あ
る
。
　
も
と
も
と
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
無
爵
と
有
鐵
と
の
鋤
立
は
贋
値
と
｛
万
遍
と
の
封
立
で
あ
り
、
　
煎
”
遍
（
類
一
）
が
す
べ
て
σ
「
こ
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
“
・
）

の
」
の
木
魏
と
し
て
「
こ
の
も
の
」
の
中
に
宿
ら
し
め
ら
れ
る
故
に
「
こ
の
も
の
」
は
・
目
己
矛
盾
的
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
セ
　
の

値
と
存
在
と
の
勤
立
の
綜
脅
は
、
判
瞬
の
堂
語
と
枇
…
語
と
の
か
の
逆
鱗
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
、
昌
　
．
い
葉
8
3
二
義
性
に
よ
る
言
葉
の
あ
や
に
よ

っ
て
の
み
示
さ
れ
、
論
田
野
に
は
無
限
制
断
の
不
定
な
放
恣
な
使
用
に
よ
っ
て
正
嘗
化
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
な
　
　
も

き
も
の
が
へ
…
ゲ
ル
の
「
箪
純
療
麗
．
輪
」
の
論
旨
的
．
内
容
で
あ
る
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
は
、
彼
が
は
じ
め
に
約
照
し
た
「
限
定
さ
れ
た
否
定
し
　
の

み
に
よ
る
誠
費
な
方
法
論
的
統
一
は
な
い
。
そ
し
て
ひ
と
つ
の
血
漿
δ
よ
り
次
の
開
戸
蝕
ω
へ
の
移
行
に
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
、
つ
ま
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
も
　
ヵ
　
ぬ
　
あ

絶
封
奢
の
、
恣
意
が
働
く
。
ま
た
「
ひ
と
つ
の
眼
肉
」
（
O
r
踏
ω
・
・
6
ゆ
・
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
次
第
に
豊
富
に
八
髄
即
納
に
な
る
や
う
に
」

O
㌍
H
回
。
り
●
窃
O
悼
・
）
へ
1
ゲ
ル
に
よ
っ
て
h
魚
脳
¢
欝
g
o
に
｛
疋
め
ら
－
然
る
。
「
ひ
レ
し
つ
の
同
P
し
勤
穣
“
屡
畔
て
の
柵
旧
別
脱
塵
一
曹
盤
と
・
不
質
的
㎜
回
一
性

＼

（
概
念
）
と
に
お
い
て
こ
重
に
殴
る
」
一
（
ご
琶
巴
一
計
公
称
i
（
○
び
冒
Q
Q
・
遅
参
・
）
と
い
ふ
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
、
存
荘
と
慣
隙
と
の
切
下

　
　
　
　
へ
一
が
ジ
ル
の
鴻
．
X
幾
（
片
場
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕉
甲
九
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哲
壌
簸
究
第
四
胃
騰
＋
烈
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

は
論
難
的
に
暖
懸
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
切
黙
、
す
な
は
ち
、
へ
…
ゲ
ル
の
無
限
翻
断
の
コ
ブ
ラ
が
な
ほ
念
ん
で
る
る
と
い
ふ
搬
語
と
蓮
語
と
の
同
一
盤
と
は

何
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
ば
丁
冨
で
い
へ
ば
一
，
主
親
性
」
．
一
Q
Q
環
σ
買
置
掃
く
騨
9
3
骨
一
で
あ
る
。
　
「
人
絡
」
「
自
由
な
も
の
」
「
降
，
己
鴛
畿
」
、
へ
O
い
疑

ω
・
お
メ
）
の
周
一
性
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、
「
擬
念
齢
息
惟
」
と
い
ふ
三
池
の
黛
味
で
の
「
論
理
」
の
幽
界
か
ら
去
ら
う
。
「
比

喩
し
乃
至
「
紳
秘
」
の
世
界
へ
移
ら
う
。

　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
・
粧
粘
性
」
は
」
稽
魁
胸
的
・
な
・
目
我
．
で
は
・
な
い
。
蕩
、
れ
は
、
つ
ね
に
砂
肥
愚
到
漏
撹
、
蝋
…
限
閉
口
新
組
源
と
一
儲
に
お
い
て
軸
胤
秘
的
に
ム
筒
一

し
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
一
壷
を
、
へ
…
ゲ
ル
は
「
、
否
定
的
な
肖
己
關
係
（
自
己
暦
定
）
の
…
早
純
な
一
話
し
一
禽
Φ
噌
⑦
ぎ
富
O
げ
Φ
勺
¢
謬
響

伽
Φ
擁
雛
Φ
α
g
不
仁
く
Φ
謬
ヒ
◎
㊤
臥
Φ
ψ
離
b
ぴ
q
讐
臨
。
・
ご
ぽ
一
と
呼
ぶ
。
こ
の
｝
黙
で
、
さ
き
に
調
べ
た
直
接
的
必
需
た
る
甚
髄
的
垂
髄
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
媒
介
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
有
限
な
個
別
「
こ
の
も
の
し
が
、
同
時
に
「
媒
介
す
る
規
定
」
（
O
ピ
置
ω
・
畠
伊
）
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
自

己
存
在
の
直
概
的
確
費
性
一
す
な
は
ち
、
コ
ギ
ト
・
エ
ル
ゴ
・
ス
ム
の
絶
純
化
一
に
纂
け
ら
れ
て
の
み
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
「
概
念
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
し
　
　
も

費
在
性
と
の
闘
の
封
立
」
の
す
べ
て
は
丘
、
携
さ
れ
て
る
る
（
Q
り
・
．
お
①
・
）
の
で
あ
る
。
こ
の
｛
鮎
が
、
「
「
切
の
活
動
、
生
、
命
や
精
紳
の
自
己

運
動
の
最
も
内
な
る
源
泉
」
で
あ
り
、
す
べ
て
の
貫
な
る
も
の
を
自
己
の
も
の
と
す
る
「
辮
讃
法
的
魂
」
で
あ
る
。
こ
の
「
主
観
性
」
の

も
　
コ
も
　
ヵ
　
　
も

自
己
否
定
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
概
念
の
蓮
動
の
縛
飯
時
（
圏
①
謬
α
二
昌
瞬
。
”
岳
監
置
ε
」
と
呼
び
、
ま
た
「
方
法
の
縛
　
閂
勲
（
≦
Φ
謬
偽
Φ
b
縦
謬
犀
紳
）
」

と
呼
ぶ
。
こ
れ
が
さ
き
の
顛
限
舗
設
に
お
け
る
案
語
蓮
語
の
凝
議
を
墓
礎
づ
け
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
て
へ
！
ゲ
ル
の
辮
澄
法
は
次

の
や
う
に
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
つ
自
己
意
識
が
絶
素
的
に
礁
隻
な
直
観
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
與
へ
ら
れ
る
直
接
的
な
其
学
的
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
や
　
　
も

髄
、
す
な
は
ち
畳
界
、
と
ひ
と
つ
で
あ
り
自
由
で
あ
る
（
翁
。
コ
臨
。
げ
）
。
　
し
か
し
、
即
発
め
れ
ば
世
界
乃
至
自
然
は
自
己
で
は
な
い
（
毒
婦

の
8
ぎ
。
う
ろ
た
へ
迷
う
て
、
そ
れ
に
否
定
鋼
断
（
資
魂
論
的
に
個
物
捻
主
語
と
し
て
）
を
蜘
へ
て
自
巳
の
徽
費
．
性
を
謙
明
し
自
ら
を
安

堵
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
だ
が
否
定
判
麟
（
そ
れ
は
普
遍
的
領
域
を
否
定
的
に
と
り
こ
む
こ
と
で
あ
っ
た
）
を
如
何
に
加
へ
重
ね
て
も
、

他
者
は
レ
し
こ
零
“
で
も
他
縄
哨
て
山
の
w
佃
。
か
く
て
ヘ
ー
γ
ゲ
ル
は
単
L
硬
し
、
甑
一
躍
…
譲
は
」
賢
は
癩
…
封
的
・
な
嵐
仙
つ
♂
し
一
て
㌃
肌
・
黒
身
有
爵
転
鳳
鰭
…
限
に
す
ぎ
ご

ご
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ぬ
、
と
い
ふ
一
識
を
霊
て
、
「
自
然
は
無
力
．
・
な
も
の
」
と
き
め
つ
け
る
Q
こ
ち
ら
に
は
「
磁
性
の
誕
計
」
の
上
諭
が
あ
る
Q
自
然
は
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　

も
　
　
　
む
　
　

も
　
　

る
　
　

や
　
　
　
も
　
　

カ

ら
頑
強
に
畿
抗
し
て
も
、
そ
の
「
概
念
」
か
ら
み
れ
ば
、
　
州
。
わ
れ
わ
れ
か
ら
み
れ
ば
（
｛
鷲
§
ω
）
」
（
O
い
羅
Q
。
“
お
㊤
■
）
、
「
生
き
て
み
る
金

灘
（
Φ
凶
コ
　
㎞
Φ
σ
Φ
置
急
一
騎
。
ウ
。
り
　
○
翁
ユ
雛
N
Φ
な
。
）
」
（
野
ざ
露
ゆ
鰹
●
）
な
の
で
あ
る
。
匿
樺
乃
至
肖
然
の
申
で
こ
そ
人
開
の
行
ふ
資
定
は
登
算
的
な
「
限
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

さ
れ
た
否
定
」
で
あ
る
。
し
か
し
肖
然
に
は
自
己
否
定
、
自
殺
、
の
能
力
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
臼
己
黛
識
に
は
甲
て
れ
が
あ
る
（
い
は
ゆ
．
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も

費
践
蝿
性
の
優
億
）
。
　
そ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
流
の
穏
念
論
的
、
思
継
、
黒
郷
、
直
撹
が
悟
性
の
能
力
な
の
で
あ
孫
。
こ
の
一
体
に
お
い
て
、
自

己
煮
識
は
、
㌦
匿
然
を
も
創
っ
た
榊
↑
愉
灘
）
と
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
Q
　
か
く
し
て
、
自
己
煮
識
は
、
そ
の
「
絶
勤
的
否
定
挫
」
、
　
つ
ま
り

自
投
の
能
力
に
よ
っ
て
、
無
限
醗
辮
で
轟
が
紳
の
「
無
封
的
、
蒼
定
性
し
i
O
o
口
際
。
ぐ
夢
写
鴇
好
け
8
禁
i
を
以
て
行
ふ
「
絶
勤
的
撲
命
の
否
虎

的
二
親
擬
し
（
O
ぴ
嵩
Q
り
・
．
蚤
N
）
と
な
る
と
こ
ろ
の
、
紳
と
肖
己
と
の
「
統
一
」
な
の
で
あ
る
（
飴
昌
¢
認
α
臨
偉
憎
段
。
獣
）
o
こ
こ
に
、
へ
…
ゲ
ル

に
お
い
て
、
軍
人
を
頂
．
と
す
る
与
力
國
家
と
形
　
罰
土
鷹
∵
と
が
芭
に
結
び
つ
い
た
根
櫨
が
あ
る
り
騨
が
行
ふ
無
限
判
断
は
瀞
の
否
定
購
麟
で

あ
る
Q
　
「
神
は
汝
に
あ
ら
ず
」
と
の
紳
の
否
定
六
諭
は
、
汝
な
ら
ざ
る
紳
が
少
く
と
も
ひ
と
つ
は
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
紳
の
存
在
の
確

費
性
藩
．
乞
示
す
と
共
に
、
他
方
ヘ
ー
ゲ
ル
の
否
定
舗
爵
は
そ
の
蓮
語
の
書
逓
綜
、
領
域
を
渡
し
て
、
却
っ
て
陣
と
の
「
同
一
性
」
を
示
す
わ
け

で
・
あ
る
O
こ
の
沈
－
晶
遍
的
籍
階
鐘
四
し
し
は
「
萄
ホ
説
」
す
畝
砿
は
か
り
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
酔
棺
一
議
」
で
・
あ
岬
燈
O
ヘ
ー
ゲ
ル
の
↓
輝
は
「
鈎
霜
野
渦
輪
否
｛
疋
性
の
頭
”
漏
碍
性

な
る
金
器
」
（
O
び
嵩
な
。
．
笛
．
多
）
な
の
で
あ
る
。
へ
！
ゲ
ル
に
お
い
て
、
最
初
に
興
へ
ら
れ
る
岩
脇
的
蛮
希
な
る
．
岬
は
、
先
つ
む
し
ろ
世
界

が
霞
然
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
脱
野
（
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
で
ブ
）
か
ら
見
ら
れ
る
コ
．
廿
准
」
と
し
て
輿
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
Q
そ
の
「
自

然
」
を
鏡
と
し
て
「
自
己
意
識
」
を
映
し
、
自
然
せ
自
己
の
も
の
と
す
る
の
は
、
自
然
を
「
こ
の
も
の
」
と
し
て
指
し
示
す
飛
Φ
薦
Φ
ジ

癌
。
昌
ω
樗
冨
村
Φ
コ
）
こ
と
で
あ
る
。
「
こ
の
も
の
」
は
自
己
煮
識
を
自
然
の
申
に
映
し
う
る
唯
一
の
場
所
で
．
あ
る
。
「
こ
の
も
の
」
を
襯
讃
と

し
て
、
そ
れ
に
否
定
判
瞬
を
加
へ
「
愉
念
」
画
す
る
と
は
、
「
存
在
」
講
．
乞
「
嫉
爽
」
化
す
る
こ
と
で
あ
る
Q
「
こ
の
も
の
」
を
切
黙
と
し

て
、
無
限
進
行
の
縮
纏
一
≧
夢
繊
轡
一
と
へ
…
ゲ
ル
の
蕊
念
の
金
骸
i
↓
o
欝
瞬
圃
銭
轡
一
と
が
箱
ひ
点
し
結
合
す
る
Q
　
こ
れ
を
溢
す
な
は
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
う

ー
ゲ
ル
の
「
肖
已
意
識
」
が
「
糖
紳
し
（
鎚
．
餓
）
と
し
て
保
澄
す
る
わ
け
で
あ
る
。
「
普
湿
し
な
る
宮
漏
、
紳
は
、
こ
の
自
己
惹
識
と
の
交

　
　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
　
∵
残
挫
．
（
齋
駕
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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哲
學
欝
究
　
納
鵬
騰
買
搬
十
蕊
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
｝
…

は
り
に
お
い
て
は
「
個
別
」
一
弓
O
欝
漫
芸
と
し
て
の
綱
一
と
し
て
あ
る
Q
ま
た
絶
封
的
自
己
否
定
を
肴
ふ
こ
の
霞
己
意
識
も
「
均
分
」

と
し
て
あ
る
Q
　
「
こ
の
窒
親
」
「
其
膿
者
」
（
O
い
綴
ω
・
・
む
り
し
す
な
は
ち
「
こ
の
も
の
」
で
あ
る
Q
「
総
論
」
と
「
発
覚
」
と
の
す
べ
て
な

る
神
、
「
否
定
舗
濁
し
と
「
無
限
判
断
」
と
の
す
べ
て
な
る
融
、
か
か
る
紳
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
か
ら
う
じ
て
紳
よ
り
上
る
無
限
判
断
に
お
い

て
接
す
る
の
で
あ
る
。
聯
の
「
啓
示
」
と
は
「
無
眼
形
式
の
舗
断
」
、
す
な
は
ち
無
限
綱
噺
な
の
で
あ
る
（
、
剛
菊
H
嵩
ω
・
ω
㎝
・
）
Q
　
か
か
る

「
総
盤
」
と
「
盃
事
」
と
の
す
べ
て
が
直
槻
の
所
管
と
な
る
の
は
、
た
だ
紳
秘
的
経
験
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
、
と
わ
れ
わ
れ
は
い
は
う
。

し
か
も
そ
の
時
は
、
聯
は
直
接
に
み
ら
れ
る
。
　
「
融
が
私
を
覗
る
眼
は
私
が
紳
を
　
剃
る
眼
で
あ
る
」
（
、
酬
．
閑
同
ω
・
ト
。
窃
メ
）
Q
　
へ
；
ゲ
ル
の
翼
稽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
な

は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
お
い
て
h
紳
を
愛
す
る
こ
と
は
、
毒
念
の
統
一
で
は
な
く
、
精
紳
の
含
一
、
榊
化
で
あ
り
、
生
命
の
金
髄
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
も
　
　
も

い
て
、
自
己
を
、
制
限
な
く
無
限
潜
の
う
ち
に
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
」
畠
（
乞
〇
三
Q
っ
・
卜
。
Φ
⑦
し
と
い
は
し
め
た
Q
「
紳
聖
な
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
た
だ
餓
感
に
お
い
て
紳
秘
的
に
の
み
語
ら
れ
う
る
し
（
瓢
◎
算
白
。
・
。
。
O
ε
Q
後
年
、
こ
の
宥
和
を
世
俗
に
お
け
る
宥
和
（
安
蘇
）
に
よ
っ

て
汚
し
た
ヘ
ー
ゲ
ル
も
、
な
ほ
「
紳
の
性
質
は
蓮
語
に
よ
っ
て
は
と
ら
へ
え
ぬ
。
む
し
ろ
私
は
そ
の
生
命
を
自
己
自
身
の
う
ち
に
直
観
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
幻
㊦
。
簿
魯
ぼ
ざ
。
。
◎
℃
窯
ρ
伽
鱒
＄
N
器
暮
N
）
と
い
っ
た
。
こ
れ
が
へ
…
ゲ
ル
の
「
謬
論
」
の
「
神
秘
」
で
あ
る
Q
「
紬
償
」
を

求
め
る
否
定
制
漸
の
領
域
で
は
、
へ
…
ゲ
ル
は
「
こ
の
も
の
」
を
泣
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
全
盤
は
無
際
限
に
開
か
れ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

て
「
矛
盾
」
は
お
こ
ら
な
い
。
か
か
る
（
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
み
た
）
有
限
の
領
域
に
は
秘
儀
法
は
威
薄
し
な
い
。
「
こ
の
も
の
」
を
こ
の
自

　
　
し
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
し

己
の
象
徴
と
し
て
、
同
時
に
淋
の
手
の
サ
．
4
ン
（
記
號
）
と
し
て
、
有
隈
と
無
限
と
の
關
係
に
お
い
て
の
み
、
宗
鰍
に
お
い
て
の
み
、
矛

盾
は
あ
り
魏
讃
法
は
成
り
立
つ
。
し
か
も
艀
と
こ
の
入
隔
と
の
關
係
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
辮
讃
法
の
綜
台
に
お
い
て
、
榊
は
「
直
接

に
肯
定
㈹
な
も
の
、
同
一
な
も
の
、
聾
遍
的
な
も
の
」
（
○
り
圃
圃
ω
・
．
裕
ご
で
あ
る
。
た
だ
人
問
の
み
「
自
己
を
自
己
一
身
と
媒
介
す
る
蓮

動
で
あ
り
活
動
で
あ
る
統
一
」
（
∩
Ψ
い
　
H
圃
　
ω
．
駆
Φ
り
・
）
な
の
で
あ
る
。
禁
欲
、
自
己
否
定
、
に
於
い
て
か
ら
う
じ
て
榊
を
漁
る
と
い
ひ
う
る
で

あ
ら
う
か
。
保
讃
は
な
い
。
誰
誰
法
は
翼
理
で
あ
る
が
、
眞
懸
．
は
辮
漁
法
で
は
な
い
。
O
賃
ぴ
目
◎
溌
冨
。
喚
塊
①
ぐ
Φ
ω
自
＄
ぴ
q
塊
鋤
訟
創
の
び
。
ヨ
導
①
ω
℃

①
仲
加
O
二
く
Φ
昌
O
β
ω
出
O
錯
ω
島
①
ω
〈
ひ
ユ
叡
ω
ρ
瓢
．
臨
昌
O
億
ω
O
鐵
け
①
欝
ω
巴
ぴ
q
昌
仙
Φ
匂
ゆ
●

　
ド
実
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◎
「
A
は
具
、
汽
」
『
A
憲
鼻
の
も
窪
、
夢
⇔
し
す
濫
・
っ
「
駐
日
ゑ
¢
・
⇔
ぐ
㌻
の
が
薔
は
、
ぞ
っ
」
．
．
・
嶺
隣
し
、
費
装
か
夢
ゲ
擁

　
＼
蔭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
指
つ
A
の
嚢
蕉
的
桂
格
艦
．
あ
る
（
遡
ハ
、
ば
、
7
ラ
ト
ン
・
ソ
フ
ィ
蒼
ア
こ
。
Ω
．
9
菊
●
ρ
該
蓬
9
簿
二
二
δ
曾
ぎ
・
8

　
　
　
頃
①
σ
q
①
r
娼
・
μ
μ
Q
Q
曾

（
6
）
ヘ
ー
ゲ
ル
の
無
隈
判
断
の
需
は
暖
昧
で
あ
る
。
し
か
し
、
冒
戸
口
ω
興
u
。
σ
q
陣
見
來
筆
。
営
①
辞
接
ぎ
o
r
穿
。
に
宇
2
・
糸
、
鋳
、
れ
の
無
意

　
　
　
義
か
．
職
㌫
燗
す
る
…
雰
、
ま
た
荻
趣
的
資
墨
態
疑
も
聯
　
幽
し
て
み
る
。
特
に
勺
置
餓
添
に
於
け
る
一
、
我
は
物
畷
．
あ
る
L
（
撒
五
は
、
負
）
再
び
富
鉱
譜
。
鳴
幽
ロ
ω
圃
。
び
け

　
　
　
の
・
王
客
の
”
椙
凸
的
同
…
を
無
一
纏
捕
㍑
醜
し
ヤ
ず
る
綱
（
『
八
統
資
　
）
が
螺
黒
ロ
O
瓢
u
し
い
鋼
㎡
．
・
あ
る
。
団
欝
。
で
．
氾
罪
、
死
、
か
、
否
定
的
婚
一
阻
堀
餅
の
輿
璽
と
す

　
　
　
る
。
（
助
H
刈
Q
◎
）
わ
「
脳
わ
れ
は
こ
の
へ
…
ゲ
ル
の
悉
糠
の
懲
臼
受
か
、
昌
電
脳
法
の
解
制
鐸
に
飛
、
か
し
た
い
。

（
7
）
「
隈
年
“
．
・
劇
た
否
定
」
の
臓
・
自
力
は
面
容
的
ほ
は
あ
く
ま
で
要
諺
で
あ
る
（
。
や
旨
O
◎
冨
一
↓
冨
。
肘
男
山
興
9
己
鈴
け
浮
”
ω
』
・
。
δ
。

⑥
馴
↑
三
「
造
・
褒
の
如
泉
義
え
・
。
．
讐
柑
禁
「
竺
蔓
讐
・
ゼ
・
・
ρ
ξ
・
払
ち
の
飾
馬
ψ
蔭
・
。
）
の
全

　
　
　
雛
に
く
く
ら
れ
る
と
一
量
骨
立
」
と
な
る
。
・
B
巳
へ
の
那
隔
係
が
他
・
膏
へ
の
關
擢
体
と
な
る
。
．
か
く
で
．
鴇
巳
の
他
粛
嘱
を
・
肩
、
じ
の
外
　
へ
㎞
艸
除
す
・
4
2
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
さ
き
　
ぽ
ヒ
き
ミ
ピ
や
く
ポ
ら
　
　
ア
　

　
　
　
岬
て
れ
に
幅
照
捌
心
な
金
驚
的
猫
立
を
採
つ
こ
と
自
身
が
、
肖
巳
の
飽
レ
ぼ
と
の
海
温
∵
κ
∴
憩
じ
て
戒
立
L
、
他
者
を
・
矯
己
の
内
に
孤
h
む
乏
い
ふ
「
全
髄
駒
自
巳

　
　
，
完
二
三
な
欝
立
」
が
ヘ
ー
ゲ
ル
．
．
の
帰
オ
薦
で
あ
る
（
G
Q
．
幽
ρ
）
。
憂
儀
の
都
分
で
あ
る
山
登
が
燭
凱
し
た
自
じ
．
ど
し
て
そ
の
．
7
圃
鰹
∵
を
齢
な
屯
ど
．
に
矛
麿
．

　
　
　
ぎ
ぞ
モ

　
　
　
は
あ
コ
樹
儀
、
か
か
る
滑
立
乃
、
至
矛
盾
が
成
立
す
る
に
は
「
黛
髄
」
が
き
ま
．
ら
訟
ば
な
ら
ぬ
。
な
ぼ
O
び
で
は
、
…
」
オ
矯
」
ば
「
悶
｝
」
と
「
訓
解
」
の
綜

　
　
　
合
で
あ
る
が
、
簡
p
o
で
段
3
相
へ
漫
」
と
「
肥
立
」
と
の
詑
鷲
冨
で
あ
る
。
国
⇔
o
の
・
万
が
t
り
う
へ
触
っ
け
瀞
4
、
。

（
9
）
「
ひ
と
つ
の
・
真
際
臨
の
う
ち
に
二
つ
の
も
の
、
生
命
威
帥
と
い
ふ
煎
ほ
、
樋
と
“
て
れ
を
蒼
離
す
．
．
⇔
梱
別
と
が
歳
ハ
に
あ
る
こ
と
」
が
矛
盾
胆
で
あ
る
（
国
謬
。
妙
①
O
）
。

（
1
0
）
　
閑
醜
⑦
團
ω
よ
り
開
同
Φ
δ
へ
の
移
俘
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
が
嬉
々
ぶ
せ
る
㍗
、
煽
眠
際
．
現
は
れ
て
る
る
こ
と
は
」
一
妻
問
ω
一
譜
山
霊
，
↓
点
け
く
。
穏
び
口
振
臨
Φ
コ
置
け
”

　
　
　
囲
ω
肯
：
：
f
（
閃
ゆ
O
姻
Φ
㎝
）
、
「
こ
こ
で
賃
際
に
靱
一
っ
て
る
．
9
こ
と
は
」
1
毛
9
ω
げ
一
〇
ユ
コ
陣
鄭
自
O
両
三
P
一
貫
O
ω
O
げ
帥
Φ
げ
群
臣
ω
堂
：
・
一
人
同
羅
O
亀
目
H
O
）
、
「
よ
り

　
　
　
立
ち
入
っ
て
老
ば
、
る
と
し
一
β
鋤
げ
Φ
厭
ぴ
q
O
質
○
ヨ
ヨ
Φ
譜
一
（
陰
欝
O
ゆ
μ
麟
①
）
、
「
礎
微
は
」
一
帥
昌
島
㊦
醜
弓
9
け
…
（
O
い
H
困
ω
・
㎝
刈
・
）
、
「
よ
り
毘
休
く
解
す
る
と
」
一
賦
①
剛
の
同

　
　
　
σ
q
Φ
ほ
O
ε
B
Φ
ご
一
（
○
い
H
一
ω
・
q
メ
）
、
「
こ
こ
で
ほ
：
：
と
い
ふ
輸
く
尋
さ
ね
機
な
ら
ぬ
」
一
．
・
：
繭
o
o
け
げ
δ
噌
ω
O
N
賃
略
沿
の
。
Φ
昌
i
（
O
U
類
ψ
鴎
G
Q
G
Q
◎
）
、

　
　
　
「
本
來
」
一
の
お
①
簿
嵩
。
げ
一
（
（
恥
い
　
一
H
　
m
W
●
　
ω
態
ゆ
㊤
鯵
）
硫
Ψ
の
長
亀
、
つ
ま
り
「
わ
恥
わ
れ
に
と
っ
て
」
一
｛
鑑
『
鑑
コ
ω
・
…
な
る
姦
現
は
こ
れ
を
観
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
日
．
八
五
．
黒
戸
難
5
ボ
は
彩
式
へ
酬
姻
軌
孜
．
び
．
彫
一
問
－
に
猟
鋼
の
縣
蹴
申
～
に
侮
り
か
か
つ
九
㌫
、
南
山
評
罵
ひ
し
」
つ
の
博
物
障
か
と
い
ひ
・
り
る
ノ
で
♪
の
ら
・
り
。

2

へ
1

ゲ
2V・

び）

フ．ｵ
slfi三

分
ご

か
く
し

て
　一

わ
わ
れ
れ

は
　．

存
在
　
理
　
論

ヘ
ー
ゲ
ル
の
存
在
輝
．
解
に
關
し
て
、

次
の
ご
と
く
い
ひ
う
る
で
あ
ら
う
Q

湘LL
ノ、

へ
1

ゲ

ル
の
心
懸
節
フ
℃
融
隅
は
、
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誓
爆
㌍
鍔
究
　
伸
畢
土
崎
四
十
胤
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
外

論
准
の
推
理
に
お
け
る
非
擬
念
的
・
非
俊
敏
的
「
存
准
」
を
南
学
に
虞
難
し
て
る
な
い
、
と
。
鍼
納
推
戴
な
る
第
二
格
を
頚
比
推
麗
な
る
第

三
格
へ
、
す
な
は
ち
、
「
総
膿
」
一
》
詳
解
謬
一
を
「
隆
髄
」
1
6
0
汁
出
置
舞
一
へ
、
礎
へ
る
手
傷
き
に
お
い
て
、
現
費
的
な
個
物
「
こ
の

も
の
」
の
翻
別
性
、
偶
然
性
を
「
容
捕
論
、
荘
遍
」
、
「
額
し
の
馬
競
に
よ
っ
て
全
ノ
曳
・
否
定
し
た
。
「
擬
念
の
金
際
」
と
い
ふ
個
溝
性
が
、
陵

念
の
自
己
喪
失
と
し
て
の
壺
振
の
個
物
に
す
り
替
へ
ら
れ
た
。
へ
…
ゲ
ル
の
揃
念
の
梱
端
性
は
現
然
（
の
稿
物
と
し
て
の
認
凝
根
鑑
を
持
た

ぬ
も
の
母
あ
る
。
こ
の
姫
念
の
自
已
喪
失
を
概
念
の
費
在
と
す
為
な
ら
ば
、
こ
の
個
数
挫
は
目
だ
論
的
に
贋
薩
の
燈
系
に
必
然
化
ヂ
∵
き
ぬ

偶
然
性
の
根
裁
て
あ
る
。
存
在
を
醗
念
乃
至
難
念
一
債
紙
∴
舎
一
に
一
元
嘉
す
る
に
は
、
概
念
の
微
騰
は
お
よ
そ
窃
盗
を
表
現
し
な
い
範

鰭
、
す
な
は
ち
、
有
と
本
縫
の
範
晴
を
、
そ
れ
が
貴
在
磁
、
で
あ
る
罵
り
、
自
ら
の
中
に
止
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
義
」
う
で
な
け
れ
ば
、

た
と
ひ
鴬
笛
的
直
観
乃
至
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
よ
る
に
せ
よ
、
撰
値
は
欝
欝
的
な
も
の
の
世
界
に
封
し
て
十
全
で
あ
り
え
ず
、
箪
に
表
葡
を

蔽
ふ
薄
紙
で
あ
る
。
底
は
破
れ
て
み
る
。
　
へ
．
i
ゲ
ル
の
否
定
と
は
嵩
物
の
否
定
で
あ
る
Q
擬
念
の
肖
己
と
の
否
定
的
隔
二
（
否
定
の
否
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

は
自
己
の
申
で
論
理
的
に
案
縛
す
る
。
た
だ
紳
秘
的
張
教
的
感
清
と
し
て
の
み
成
立
す
る
。

　
定
有
の
推
灘
に
お
け
る
、
論
理
的
に
無
差
別
な
梱
「
こ
の
も
の
し
の
無
際
限
な
多
探
性
の
根
搬
は
、
黙
念
の
他
心
と
し
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル

の
い
は
ゆ
る
「
直
接
的
な
煽
五
外
在
」
－
藏
譜
諺
一
窪
包
び
鍵
。
ω
》
麟
匂
。
凱
Φ
騰
㊦
ぎ
津
。
ご
犠
①
棟
i
翼
壁
尊
し
た
併
列
」
一
岱
鋤
q
o
触
巳
浮
州
Φ
諸
Φ
σ
Φ
雛
Φ
貯
鍛
ご
無
①
ざ

一
i
「
細
舗
．
絢
な
外
目
絶
妙
」
1
①
一
昌
ω
圃
O
げ
ω
9
島
①
O
二
二
謡
嵩
》
瓢
ω
瞬
①
門
Φ
的
一
（
O
び
圃
○
り
．
日
刈
高
．
‘
）
、
薦
κ
す
壷
佃
に
賊
越
一
息
浮
州
破
幽
蝋
・
、
㎡
の
一
〇
。
こ
h
群
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の

も
　
　

も
　
　

も
　
　
ち
　
　

も
　
　

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　

も

思
惟
そ
の
も
の
の
他
潜
と
し
て
完
・
黛
な
自
己
外
点
撫
．
∵
、
あ
る
。
論
哩
學
に
お
け
る
純
梓
存
在
と
同
一
の
も
の
で
は
な
い
〔
O
・
幻
・
○
・
諸
露
墓
場

》
の
歯
並
鳥
鴇
。
臨
画
¢
鮫
Φ
一
．
ω
一
〇
ひ
q
坤
P
℃
・
ら
ゆ
ゆ
O
・
）
o
　
へ
i
．
ケ
ル
し
し
〆
秘
、
こ
の
宥
㍑
へ
応
し
し
存
在
（
自
目
玉
）
レ
」
の
漏
三
一
』
ゼ
諏
醐
一
渥
に
よ
つ
♂
」
「
霜
演
細
鵜
」
け
…
で
き
．
獄

い
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
は
概
念
に
よ
っ
て
艦
、
介
し
き
れ
ぬ
も
の
、
不
完
奄
に
し
か
丘
湿
し
え
ぬ
も
の
、
ヘ
ー
が
ル
の
推
煙
の
憤
，
三
雲
系

に
統
｝
し
え
ぬ
債
値
か
ら
自
由
な
（
謁
Φ
同
．
鑑
石
門
）
な
も
の
、
渡
蟹
．
位
な
も
の
、
で
あ
る
。
　
「
絶
群
的
に
そ
れ
自
身
と
し
て
、
圭
親
挫
な
し

に
存
在
す
る
塞
間
及
び
聯
聞
の
外
面
性
」
（
O
い
鵠
ω
・
α
O
凱
・
）
、
こ
の
凝
血
的
要
素
の
根
癩
は
。
自
己
外
喜
魂
と
し
て
「
髄
脳
」
を
欲
除
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
セ
　
　
め

る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
の
融
一
系
を
外
か
ら
書
足
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
暫
學
的
、
推
選
．
が
叢
醗
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。
ヘ
ー
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ち
　
　
も

ゲ
ル
は
こ
れ
を
腕
落
せ
し
め
た
故
に
、
目
的
論
的
な
有
機
的
統
一
膿
系
t
こ
れ
は
却
っ
て
有
限
母
系
で
あ
る
一
を
完
結
し
え
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
陰
）

る
。
有
機
的
自
然
の
置
数
哲
學
、
道
徳
性
（
竃
。
類
弾
け
簿
）
に
封
ず
る
人
倫
（
ω
綜
弧
皆
プ
〆
。
諦
）
の
優
位
、
市
民
肚
曾
に
封
ず
る
國
家
の
絶

　
　
ぶ
　

封
性
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
油
然
の
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
Q
も
し
自
然
を
「
解
決
し
え
ぬ
．
孝
盾
」
（
憐
謬
。
瑠
逡
。
。
）
と
規
定
し
、
そ
れ
が

「
志
念
の
矛
盾
」
で
も
あ
る
と
い
ふ
ヘ
ー
ゲ
ル
自
身
の
昌
．
P
葉
を
翼
費
に
と
れ
ば
、
思
念
と
そ
れ
に
区
立
す
る
他
者
と
の
統
一
は
完
結
し
た

推
磯
、
髄
系
で
果
す
脚
サ
．
G
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
選
．
　
、
．
山
農
蝿
は
常
に
不
図
蔚
髭
の
虚
、
欝
を
犯
す
で
あ
ら
う
。
わ
れ
わ
れ
に
ゆ

る
さ
れ
る
推
鵬
は
、
所
詮
は
椴
賞
総
懸
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
思
惟
と
存
在
と
の
翁
髄
的
続
一
が
前
提
さ
れ
な
け
れ
ば
雲
脚
の
存
在
は
な

く
、
辮
誰
法
と
い
ふ
も
の
ほ
考
へ
ら
れ
な
い
．
∵
あ
ら
う
。
し
か
し
同
時
に
ま
た
こ
の
統
一
が
完
桑
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
ふ
根
源
的
な
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

習
熟
屑
を
認
め
る
；
兀
論
で
な
く
て
は
購
維
法
は
威
望
し
な
い
の
で
あ
る
Q
し
か
も
、
か
か
る
7
蕾
禮
L
を
直
槻
す
る
能
力
は
、
わ
れ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や

れ
に
は
與
へ
ら
れ
て
る
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
推
理
」
形
式
∵
を
喚
一
一
の
翼
理
基
準
と
し
て
要
請
す
る
こ
と
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
の
難
黙
が
う
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や

る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
の
思
惑
．
論
に
お
い
て
分
析
し
た
。
　
「
締
神
の
啓
示
は
自
己
の
耳
隠
と
し
て
の
自
然
の
定
立
、
そ
れ
は
反
省
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

し
て
、
岡
時
に
猫
立
的
臨
然
と
し
て
の
世
界
の
鵡
提
」
（
驚
昌
。
ゆ
。
。
G
。
0
と
い
ふ
定
立
一
G
Q
Φ
欝
Φ
昌
1
と
前
提
1
＜
o
慈
霧
ω
①
訂
Φ
β
i
と
の
矛
盾
、

「
直
接
性
と
媒
介
性
の
矛
盾
」
（
闘
琴
勲
額
）
Q
　
こ
の
免
れ
え
ぬ
矛
盾
の
絶
封
焦
熱
浦
を
、
あ
れ
わ
れ
は
持
た
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
む
し
ろ
、
論
理
を
「
形
式
」
と
し
て
の
み
考
へ
る
明
確
な
意
識
を
持
ち
、
「
樵
戴
」
よ
り
も
「
制
断
」
の
立
場
を
佳
し
と
し
よ
う
。

（
1
1
）
　
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
巨
然
、
挙
｛
融
は
、
「
邸
…
量
の
軌
唱
退
に
つ
い
て
」
（
O
の
O
門
σ
潔
圃
ω
唱
写
欝
。
け
麟
厩
ρ
欝
ρ
）
の
就
購
∵
己
斐
獄
乱
丁
、
　
ひ
と
つ
め
銀
河
露
小
、
　
す

　
　
晶
、
へ
は
ち
二
の
わ
れ
わ
れ
の
　
「
太
蝶
望
．
ボ
し
　
の
み
が
礪
…
心
¢
ら
れ
四
．
’
、
の
尋
．
ち
つ
眠
。

へ
1
2
）
　
中
賓
い
へ
ー
デ
ル
は
カ
ン
ト
・
フ
，
4
ヒ
テ
の
「
貴
疑
心
覗
性
の
輯
に
伽
」
か
ら
出
隠
展
し
議
．
～
。
警
…
凝
主
暁
数
の
∴
ヂ
試
、
”
総
雌
灘
が
若
い
ヘ
ー
ゲ
ル
を
蔓
駝
し
た
。

　
　
宗
数
も
・
湯
冷
以
気
性
の
饗
求
」
に
些
く
「
心
胸
0
事
柄
し
㎡
．
、
ち
∴
詳
（
乞
。
算
ω
●
ゆ
。
）
9
す
な
は
ち
理
性
宗
験
で
み
る
（
乞
。
茎
ω
為
3
。
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
の
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
、
　
ベ
ル
ン
無
駄
は
、
　
「
ナ
．
｛
．
て
の
鹸
．
鼓
に
罵
り
と
い
ふ
だ
、
し
」
と
い
ふ
h
，
毘
．
苧
戎
」
・
ご
…
涯
庸
陥
の
　
報
塞
と
し
た
（
ω
9
ご
。
凶
津
Φ
謬
洩
二
吋

　
　
℃
o
緊
臨
昇
戸
学
紛
。
♂
〈
ご
ω
．
一
盛
目
し
、
　
い
は
ば
州
階
命
廓
外
7
5
」
あ
際
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
が
は
じ
め
て
い
は
ゆ
る
．
「
入
諭
」
を
・
統
瓢
目
し
た
の
は
版
ド
f
ツ
瞥
…
法
．
購
L
、
よ

　
　
り
明
鞍
に
は
「
人
倫
の
灘
系
」
で
あ
る
。
与
．
だ
…
、
脱
繁
携
」
で
獣
叢
嫁
韓
が
入
超
の
靴
に
ち
嬉
。

　
　
　
へ
　
一
一
ゲ
ル
の
醜
．
冗
幾
（
宛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
ハ
蹴



・
9
2
　
7

欝
壌
礁
鴬
　
熔
膜
實
戦
十
胤
鑑

一凡酬

！n
＿乳バ
ノ、．

　
（
1
3
）
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
ク
距
二
八
ト
職
の
蟻
h
法
性
」
で
敵
國
窪
目
翫
市
温
感
家
（
び
儲
戦
ひ
喬
Φ
ユ
一
〇
ロ
鵯
Q
晦
審
孚
ゆ
叶
）
と
労
へ
市
幾
融
漁
と
講
一
説
し
て
ゐ
翫
。
職
ク
9
ス

　
　
　
ト
狡
の
蕊
伸
と
許
、
の
懇
矯
…
で
、
イ
エ
ス
の
運
毒
と
し
て
三
家
が
意
歳
＄
為
（
法
◎
三
”
ω
．
ら
。
b
。
O
．
）
、
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
運
命
と
も
な
る
。
こ
こ
尋
、
イ

　
　
　
エ
ス
を
一
篇
ぎ
り
の
惣
門
的
窮
人
と
隠
．
、
冨
て
考
h
、
る
こ
一
・
」
に
よ
り
、
　
す
’
．
㍉
に
弥
幸
ヒ
零
∵
縛
り
塒
鵡
、
減
点
な
賊
に
聾
洋
し
て
み
る
　
へ
O
や
σ
一
門
び
⑦
蜜
旧
H
＜
ω
じ

　
　
　
H
H
O
・
）
。
こ
の
「
凝
．
更
」
カ
、
明
瞭
に
心
隔
ナ
る
の
は
「
人
倫
の
燈
ぜ
頭
」
、
特
に
詩
、
れ
に
朝
眠
く
［
，
・
昌
然
法
，
．
函
」
べ
、
ち
る
。
こ
こ
で
京
民
鮭
へ
娠
と
涯
駆
し
支
國
家

　
　
　
が
醗
立
さ
れ
る
◎
た
り
．
κ
へ
ー
ゲ
患
に
曇
い
て
、
紘
～
貨
か
ら
源
泉
を
匿
関
や
る
こ
と
は
、
　
∵
疑
に
一
網
家
・
鷺
哨
親
的
冥
動
の
山
滅
鵬
に
立
つ
と
も
い
ひ
・
凡
な
い
。

　
　
　
「
ド
イ
ツ
憲
．
訟
論
．
二
、
、
國
窯
翫
力
が
必
然
的
に
必
婆
と
す
・
油
も
の
以
埣
の
蔵
斌
バ
．
隷
、
㎡
民
O
坐
、
壁
た
銅
山
と
同
門
の
意
志
と
を
ど
こ
ま
で
も
許
さ

　
　
　
ね
ば
な
ら
ぬ
（
の
。
び
ユ
坤
。
ジ
ω
●
回
G
Q
．
）
、
と
い
は
れ
、
蜜
た
「
入
籍
の
銑
が
増
」
。
∵
、
下
聞
示
と
識
へ
實
と
卑
、
同
【
同
ず
る
こ
と
は
却
っ
て
「
喜
入
の
存
在
へ

　
　
　
点
掲
聖
に
㌧
。
じ
博
認
せ
ん
と
す
る
｛
痴
楽
娘
忌
蹟
」
と
い
ふ
「
q
取
ち
弗
可
酵
酷
な
黙
り
崩
数
、
治
」
（
ω
o
ず
短
評
Φ
醤
”
ω
●
温
O
ド
）
と
驚
る
か
ら
、
三
二
小
を
八
倫
の
洋
品
レ
冒
と
し
て

　
　
　
富
民
醜
a
誤
り
疲
購
す
る
こ
と
が
、
却
っ
て
富
民
の
自
営
を
生
か
す
霧
隠
で
あ
る
こ
と
が
．
軍
さ
れ
る
や
う
に
、
む
し
ろ
申
燈
階
謙
布
民
乃
至
は
知
識
階

　
　
　
級
の
見
地
・
か
ら
の
堂
3
．
巨
殴
の
千
．
・
あ
る
Q
　
「
浮
…
跡
応
訴
懇
ず
」
の
h
税
講
憾
的
肯
い
僧
M
隔
門
営
争
β
η
却
つ
，
曙
L
宙
甲
け
へ
の
み
た
「
美
的
隔
門
噌
あ
し
と
肖
る
音
触
，
味
げ
か
み
の
る
の
で
ふ
の
る
。

　
　
　
「
晶
夷
墨
蕊
　
義
」
で
は
「
，
固
即
ぷ
に
於
い
て
は
ひ
と
ほ
た
だ
そ
の
患
小
向
に
よ
り
鼠
穴
　
小
に
よ
っ
て
の
み
江
山
で
あ
る
」
（
ω
卜
い
Q
①
鯉
）
と
い
・
は
画
て
る
る
。

？
謹
法
・
三
窪
・
嘆
反
緩
垂
髪
婁
驚
法
褒
美
・
董
・
き
繕
・
惹
・
二
譲
窮
讐

　
．
，
、
と
す
る
一
般
の
意
見
（
①
・
α
q
．
竃
蛋
触
Φ
脚
　
O
唱
噌
O
間
け
こ
唱
．
も
ゆ
㎝
一
。
）
に
は
わ
れ
わ
れ
は
沈
轍
せ
ざ
る
を
え
ぬ
Q
　
た
だ
昌
円
融
法
を
絹
補
義
（
O
o
営
営
Φ
ヨ
Φ
譜
け
）

　
　
　
！
ド
、
貿
牌
L
、
料
郎
宰
の
弊
々
法
・
』
繭
L
旨
し
で
．
趨
プ
へ
、
よ
・
り
払
‘
マ
す
る
試
ゑ
は
注
目
・
ア
ベ
姦
「
で
み
の
る
（
ク
斐
、
シ
ュ
　
庵
儲
．
読
法
L
邦
昌
戦
蹴
二
〇
冥
零
黙
）
。
既
に
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル

　
　
　
の
”
講
蝿
を
こ
の
「
租
濡
挫
」
で
み
寮
ほ
し
て
、
現
代
物
雌
皐
と
田
癖
羨
法
と
七
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
塾
《
み
も
あ
る
。
　
冨
陰
請
口
鴨
島
け
…
国
O
α
q
Φ
図
ω
い
O
ぴ
q
一
貯

　
　
　
鎧
瓢
良
良
圃
Φ
回
昌
O
偽
①
ほ
回
σ
℃
ぴ
罵
。
ウ
凶
降
●
回
ρ
導
●
ω
・
贈
轡

＄

紳
の
存
在
離
明

　
へ
…
ゲ
寧
ル
は
瀟
響
の
｛
仔
在
瓜
醐
的
繍
献
臨
∵
ゼ
「
押
込
・
齢
し
‘
隊
腹
癒
　
　
．
T
3
、
へ
は
ち
∵
幹
ふ
亙
性
豹
刀
…
艶
事
ふ
受
株
陥
・
を
－
、
ヤ
も
・
取
っ
た
右
、
「
こ
の
も
の
」
一
し
」
の

聯
關
」
と
解
し
て
、
紳
の
「
存
庭
」
を
髭
寒
の
談
明
の
ご
と
く
「
あ
ら
ゆ
る
賞
在
の
認
蒸
し
ー
ヨ
σ
Φ
ひ
窺
嵩
識
琶
①
触
菊
Φ
効
嵩
け
舞
窪
　
と
解
す

る
こ
と
を
担
ん
だ
（
○
い
回
㏄
・
零
・
）
。
そ
れ
は
無
矛
盾
を
｛
ハ
擁
す
る
の
澱
己
．
可
能
懐
を
慨
す
る
に
す
ぎ
ぬ
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
ふ
（
Ω
い
H
な
り
・

露
・
）
。
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
紳
が
「
同
時
に
普
遍
で
あ
り
、
個
別
で
あ
る
」
こ
と
を
謹
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の

「
絶
勤
知
し
を
以
て
し
て
も
、
害
遡
は
「
こ
の
も
の
」
の
梱
別
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
か
ら
う
じ
て
定
所
的
合
一
の
感
情
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も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ト
リ
ノ
ク

乃
至
表
象
の
比
喩
を
、
つ
ま
り
修
辞
法
を
、
表
現
し
え
た
の
み
て
あ
る
。
擬
念
か
ら
定
有
の
演
縄
、
詮
明
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
が
は
じ
め
て
榊
の
存
在
論
的
誰
明
を
な
し
た
時
に
、
概
念
的
思
椎
に
よ
る
紳
の
定
説
を
「
そ
れ
よ
り
も
大
な
る
も
の

は
何
も
考
へ
ら
れ
ぬ
ご
と
き
あ
る
も
の
」
と
否
定
形
瀧
表
現
し
、
し
か
も
こ
の
擬
念
的
定
義
の
彼
方
に
な
ほ
、
思
惟
し
鷺
解
す
る
こ
と
の

不
可
能
な
紳
の
存
在
そ
の
も
の
△
一
一
閂
票
ご
が
あ
っ
た
こ
と
（
プ
v
久
ロ
ギ
オ
ン
）
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
思
は
な
か
っ
た
。
懇
話
の
思
推
の
立

場
は
「
不
幸
な
意
識
」
で
あ
り
、
鷺
伽
窃
と
㌶
鉱
O
は
分
灘
さ
れ
、
紳
は
賑
さ
れ
た
紳
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
ヘ
ー
ゲ
ル
な
．
騨
秘
的
汎
輔
論
の
ひ
と
と
み
た
Q
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
口
ら
の
宗
教
・
を
、
ク
リ
ス
ト
敏
に
賭
け
る
唯
一
の
黙
は
、
い

ふ
ま
で
も
な
く
、
十
字
架
な
あ
る
Q
　
「
紳
が
死
ん
だ
」
（
O
o
簿
同
霧
ぴ
q
霧
8
普
①
7
Φ
O
欝
ω
鮎
σ
零
凶
舞
け
◎
幹
）
と
い
ふ
ル
タ
ー
の
君
を
以
て

ヘ
ー
ゲ
ル
は
自
已
の
「
哲
婦
」
へ
出
撰
し
た
の
．
冨
あ
る
。
か
つ
て
パ
ス
カ
ル
も
、
こ
の
十
寧
架
に
肖
己
の
「
信
仰
」
の
す
べ
て
を
賭
け
た
。

し
か
し
へ
・
・
ゲ
ル
は
、
十
宇
架
の
象
概
を
パ
ス
カ
ル
と
は
逆
に
う
け
と
っ
た
。
パ
ス
カ
ル
に
と
っ
て
ク
サ
ス
ト
教
ぱ
「
順
ひ
の
宗
教
」
で

あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
「
慰
め
（
宥
禰
〉
の
宗
教
」
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
十
字
架
は
「
現
在
の
十
字
架
の
バ
ラ
と
し
て
の
理

性
」
（
℃
茎
O
ω
魯
浅
Φ
濠
ω
謬
9
δ
。
，
・
幹
一
①
・
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
十
宇
架
に
自
己
の
「
信
陣
」
に
非
ず
し
て
、
「
哲
學
」
を
賭
け
る
。
紳
の
死

は
、
一
方
で
は
、
「
紳
の
人
轡
型
の
最
高
の
謹
明
」
嘘
あ
り
（
定
離
ω
3
δ
¢
■
）
、
＋
宇
架
に
お
け
る
最
も
無
限
な
る
も
の
と
最
も
有
限
な

る
も
の
と
の
結
含
は
、
「
月
露
」
（
糖
．
、
、
）
が
餌
二
軸
2
慧
9
に
現
在
し
遍
在
す
る
こ
と
な
讃
し
す
る
。
「
ク
リ
ス
ト
の
死
は
神
的
理
念
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
し

現
在
に
お
い
て
時
聞
の
申
に
完
金
に
定
有
す
る
こ
と
．
な
直
凝
せ
し
め
る
。
」
か
く
し
て
へ
一
が
ル
に
と
っ
て
、
「
洪
益
」
が
聖
鰹
の
在
虞
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
や

な
っ
た
。
ま
た
他
方
で
は
、
タ
璋
ス
ト
の
犠
牲
は
「
有
隈
な
も
の
」
「
自
県
的
な
も
の
」
「
他
庭
」
を
「
止
揚
」
　
　
　
パ
ス
カ
ル
に
と
っ
て

は
腰
ひ
で
あ
る
べ
き
も
の
な
　
す
べ
き
こ
と
を
、
へ
…
ヶ
ル
に
と
2
・
は
、
象
徴
す
る
。
「
・
臨
然
的
な
も
の
」
な
死
な
し
め
る
こ
と
、

こ
の
こ
と
の
み
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
内
的
嫡
心
」
「
瞥
向
」
な
の
て
あ
る
。
潤
ぎ
Φ
塊
冨
瞥
簿
に
Φ
・
Φ
貯
戸
山
圃
ω
什
掌
◎
崔
⑦
B
鶏
な
る
「
ク
サ
ス
ト
」

が
、
普
逓
に
し
て
個
別
な
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
驚
撹
念
」
、
「
書
込
的
下
熱
」
て
あ
な
。
か
く
し
て
、
今
こ
こ
に
あ
る
「
こ
の
も
の
」
に
「
ク
リ

ス
ト
」
を
醍
る
こ
と
、
「
概
念
」
を
罵
る
こ
と
、
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
誓
學
と
な
る
。
　
「
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
の
理
解
」
こ
そ
哲
學
の
撹
と
な

　
　
　
ヘ
ー
ゲ
ル
の
鵬
、
憲
島
鰍
（
｛
鴫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
ハ
七



　
　
　
　
　
　
哲
學
簸
究
嬉
尊
爵
四
十
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う
　
も
　
セ
　
や
　
も

　
　
る
Q
四
天
的
象
…
徴
的
田
心
惟
に
レ
よ
っ
て
存
在
を
つ
つ
む
こ
レ
し
、
こ
の
こ
し
仙
の
み
砂
か
、
霞
貞
リ
ク
リ
ス
ト
敏
レ
」
窯
．
怨
す
躍
勧
ヘ
ー
ー
ゲ
ル
の
聖
ル
躍
の
｛
…
ボ
教

　
　
の
山
息
唾
で
山
の
る
。

　
　
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
ぱ
こ
と
な
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
、
自
然
は
汚
れ
た
も
の
、
堕
ち
た
も
の
、
「
理
念
の
堕
落
」
と
な
っ
た
。
「
自

　
　
然
絢
な
も
の
」
は
死
な
ね
ば
・
な
ら
ぬ
。
ク
η
ス
ト
教
の
「
堕
ち
た
自
然
」
に
反
．
抗
し
、
ギ
弓
シ
ヤ
の
自
然
へ
の
憧
憬
に
心
狂
う
た
ヘ
ル
ダ

　
　
…
リ
ン
と
も
、
へ
…
ゲ
ル
は
訣
別
し
た
。
自
然
に
結
晶
…
の
輝
き
を
覧
た
彼
の
崩
剛
の
冨
マ
ン
派
と
も
、
へ
：
ゲ
ル
は
道
を
異
に
す
る
。
ス

　
　
ピ
ノ
ザ
の
三
里
を
「
生
き
た
自
然
し
と
解
し
た
ゲ
ー
テ
と
も
、
　
ヘ
ー
ゲ
ル
は
距
離
を
保
つ
。
安
協
的
灘
止
血
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
生
き
た
自

　
　
然
」
に
も
、
な
ほ
そ
れ
に
封
ず
る
侮
蔑
が
あ
る
。
　
　
ヘ
ル
．
汐
ー
リ
ン
、
こ
の
反
抗
巽
の
「
否
定
剰
臨
」
に
は
、
く
ら
き
な
か
へ
消
え
る

　
　
囚
幣
ひ
q
Φ
の
つ
よ
い
響
が
あ
る
Q
U
¢
診
三
碧
δ
瞥
畠
窟
ρ
ω
い
Φ
び
Φ
P
δ
け
山
。
擁
↓
0
9
藩
い
へ
…
ゲ
ル
、
「
理
性
を
紳
の
火
花
！
ぴ
q
α
導
¢
o
”
Φ
ω

　
　
男
瓢
箒
評
Φ
謬
i
（
Z
o
琶
”
ω
・
温
・
）
と
み
て
、
こ
の
「
い
ひ
あ
ら
は
し
難
き
も
の
に
身
を
委
ね
、
わ
れ
そ
の
う
ち
に
あ
り
、
す
べ
て
に
し
て
、
そ

　
　
　
よ

　
　
の
他
の
も
の
に
非
ず
」
（
曽
窪
臨
巴
と
「
無
限
制
麟
」
（
信
禅
）
の
こ
こ
ろ
を
傭
る
若
い
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
自
然
に
封
し
て
湘
へ
る
啓
蒙
主

　
　
磯
的
「
否
定
熱
断
」
　
に
も
、
　
「
紳
が
死
、
ん
だ
」
と
い
ふ
　
「
純
粋
感
応
」
　
の
高
鴇
…
が
あ
っ
た
。
漕
い
ヘ
ー
ゲ
ル
は
　
（
後
年
の
安
協
の
繭
茅
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ゐ

　
　
あ
ま
た
戯
し
な
が
ら
に
も
）
、
痩
せ
ん
と
し
、
彼
の
「
心
胸
」
！
0
8
霞
…
は
生
き
て
み
た
の
で
あ
る
。
イ
エ
ス
に
象
徴
さ
れ
る
「
今
こ

　
　
こ
に
あ
る
こ
の
も
の
」
の
「
は
か
な
さ
の
美
し
さ
と
偉
大
さ
」
（
」
・
ワ
ー
ル
）
を
知
る
こ
と
に
は
、
歴
災
を
運
命
と
み
た
へ
～
ゲ
ル
の
否

　
　
定
刺
麟
の
張
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
は
か
な
さ
の
美
し
さ
と
偉
大
さ
」
を
知
る
こ
と
と
、
「
こ
の
美
し
さ
と
雄
大
さ
の
は
か
な
さ
」

　
　
を
知
り
、
そ
れ
に
耐
へ
え
ず
し
て
「
こ
の
も
の
」
を
「
概
念
の
垂
雛
し
の
混
系
の
申
に
泣
置
づ
け
る
こ
と
と
の
闘
に
は
、
超
え
る
こ
と
の

　
　
で
き
ぬ
切
断
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
へ
…
ゲ
ル
の
推
環
論
・
判
断
論
に
お
い
て
見
た
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
イ
エ
ス

　
　
は
、
彼
の
若
き
は
じ
め
よ
り
何
ら
の
超
越
性
を
持
た
な
か
っ
た
Q
雛
に
と
っ
て
の
「
こ
の
も
の
の
美
し
さ
」
の
微
妙
な
危
ふ
さ
が
こ
こ
に

　
　
あ
る
Q
悪
無
限
の
水
不
な
自
然
の
地
干
を
つ
き
ぬ
け
る
べ
き
彼
の
垂
直
の
生
は
、
振
輻
の
短
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、

　
　
否
定
判
断
を
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
一
度
で
す
ま
し
、
．
」
エ
ス
の
悲
劇
的
煮
味
を
忽
ち
に
見
失
ひ
、
自
ら
の
純
紳
感
情
を
辮
誰
法
な
る
道
具



　
　
に
避
へ
、
漏
る
べ
か
ら
ざ
る
淋
の
無
限
判
漸
を
放
恣
に
罵
ひ
て
盤
系
を
立
て
、
ル
、
れ
を
閉
ざ
し
、
「
何
物
も
災
は
ず
、
ま
た
何
物
も
残
さ
ず
」

　
　
（
O
ぴ
H
H
ω
●
頓
8
・
）
と
い
ふ
欲
心
多
き
野
尻
に
安
ん
じ
た
。
自
，
ら
の
純
粋
感
緒
を
臼
已
辮
明
の
其
、
に
お
と
し
、
そ
れ
を
汚
し
た
。
か
く
て
、
い

　
　
つ
こ
を
開
い
て
も
同
じ
維
が
色
ど
り
を
い
さ
さ
か
繕
へ
て
描
か
れ
た
書
物
が
憂
さ
れ
て
、
そ
の
最
後
の
頁
は
灰
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
の

　
　
で
あ
る
。
十
宇
架
の
象
微
ぱ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
「
否
定
劇
断
」
の
「
無
限
の
苦
痛
」
よ
り
も
、
「
無
隈
制
断
」
の
「
宥
和
」
、
漁
協
の
保

　
　
讃
と
な
り
、
せ
い
ぜ
い
メ
ダ
ル
の
表
に
刻
ま
れ
た
象
織
に
な
り
さ
が
る
。
へ
～
ゲ
ル
は
パ
ス
カ
ル
の
沈
歎
し
た
「
自
然
」
を
知
ら
な
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
わ

　
　
た
。
彼
の
自
然
は
た
か
だ
か
「
理
念
の
他
在
」
と
な
っ
た
。
し
か
も
こ
の
「
並
在
」
す
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
は
費
は
同
復
で
き
ず
、
そ
の
「
自
己

　
　
疏
外
」
の
読
を
呼
、
ル
ク
ス
に
よ
り
遜
倒
せ
し
め
ら
れ
る
道
を
彼
自
ら
開
い
た
の
で
あ
る
。
藩
い
へ
！
ゲ
ル
の
紳
的
垂
催
の
純
粋
感
憐
と
、

　
　
儂
系
家
ヘ
ー
ゲ
ル
の
辮
讃
法
と
の
聞
に
は
、
適
鼓
し
て
非
な
る
鮮
烈
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
「
絶
封
者
」
と
「
こ
の

　
　
も
の
」
と
に
集
申
的
に
示
し
た
；
控
性
と
共
に
、
一
八
○
○
年
を
境
と
す
る
彼
の
生
涯
の
…
…
元
挫
が
指
摘
さ
れ
う
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

　
　
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
こ
の
世
の
快
き
も
の
を
味
は
ひ
つ
く
し
、
西
春
の
よ
ろ
こ
び
は
遠
く
遠
く
流
れ
去
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
＊
　
国
『
ω
汁
Φ
】
）
「
鴛
O
開
ω
O
げ
臨
諏
Φ
診
”
ω
亀
G
ゆ
轟
伊
③
こ
＾
嬰
蕩
周
踏
ω
．
一
α
○
○
鎗
‘

　
　
　
　
＊
＊
　
O
勝
触
．
ぐ
唄
”
び
一
燭
H
、
Φ
扁
昌
ρ
一
び
Φ
瓢
冠
臨
O
一
瞥
O
O
質
ω
∩
凶
①
ゆ
O
Φ
自
⇔
諮
ω
一
肌
℃
ず
鵠
O
紡
O
”
一
国
①
鳥
Φ
転
回
Φ
鵬
O
押
℃
●
○
◎
◎
．
智
略
ほ
ヘ
ー
ゲ
ル
の
点
ボ
澱
肱
は
背
照
鼻
厨
的
蜘
獅

　
　
　
　
階
州
と
扇
軸
比
さ
恥
う
も
の
馬
．
あ
る
こ
と
は
…
般
に
廊
額
嫡
瀞
。
楓
れ
、
　
「
具
一
癖
約
斌
慧
遡
㌦
資
る
概
か
心
は
、
　
叔
牟
晦
｛
氷
の
意
識
を
・
ず
べ
で
．
の
嵩
魔
賦
の
モ
デ
ル
と
す
る
も

　
　
　
　
　
の
と
い
ふ
こ
と
が
で
き
る
（
o
轡
ツ
餌
。
ご
。
勺
陰
6
搾
噂
回
）
．
一
Q
◎
G
Q
辱
）
。

　
　
　
　
轟
小
＊
＊
　

．
K
・
レ
ー
ー
ワ
ィ
ツ
．
ト
「
ヘ
ー
ゲ
ル
・
か
・
し
姦
…
チ
話
工
ヂ
、
1
」
邦
㍗
晒
｝
り
八
　
副
審
一
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
　
フ

　
　
　
わ
れ
わ
れ
は
、
二
の
小
論
の
瓦
町
に
示
さ
れ
て
わ
れ
わ
れ
の
傍
題
と
さ
れ
た
へ
…
ゲ
ル
の
「
自
醗
」
に
筆
な
か
へ
し
て
、
彼
と
訣
れ
た

　
　
い
と
思
ふ
◎
彼
は
賠
き
時
よ
り
絡
始
じ
σ
魚
あ
ざ
囲
ρ
・
ω
鉱
欝
な
る
、
目
由
、
こ
の
い
は
ゆ
る
「
か
ら
の
自
由
」
よ
り
諦
ら
な
か
っ
た
。
本
來
そ
れ

　
　
は
霧
砲
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
）
の
自
由
で
あ
っ
た
　
　
「
F
，
η
ッ
憲
法
論
」
・
「
自
然
法
論
し
　
　
。
そ
し
て
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
そ
の

　
　
ま
ま
宗
教
的
禁
欲
i
》
o
o
犀
Φ
ω
①
i
の
自
由
と
な
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
、
自
由
を
失
っ
た
厭
態
と
考
へ
る
樫
冠
ω
ざ
ン
な
る
語
を
、
彼
が
は
じ

　
　
め
て
用
ひ
た
の
は
、
か
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
絶
叫
的
分
離
の
歌
聖
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
禁
歓
の
自
由
を
鬼
返
へ
せ
ば
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の

　
　
思
魏
（
槻
照
）
の
自
由
、
テ
オ
讃
ア
の
自
由
と
な
る
の
で
あ
ろ
Q
「
費
澄
し
よ
り
「
ψ
軍
装
」
へ
、
更
に
「
哲
雄
」
へ
。
こ
れ
が
ヘ
ー
ゲ
ル

隅
　
　
　
　
　
　
へ
　
ー
ゲ
ル
の
瓢
、
冗
牲
（
▽
砿
メ
γ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
ハ
九
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嘗
壌
欝
究
　
　
第
隅
飛
騰
十
滅
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
○
．

の
「
自
由
」
の
歩
み
で
あ
る
。
　
　
　
「
入
聞
の
翼
の
費
在
挫
は
そ
の
意
圃
に
非
ず
し
て
そ
の
行
爲
で
あ
る
」
と
い
ふ
彼
の
客
糧
主
義
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

へ
、
そ
の
安
協
的
庶
系
の
外
に
あ
っ
て
彼
の
禁
欲
に
よ
る
テ
単
三
ー
・
ア
の
自
由
を
語
る
箴
言
が
あ
る
。
彼
は
こ
の
諦
念
と
自
惜
と
を
繰
り
か

へ
し
語
り
（
鵠
O
臓
諺
一
望
Φ
二
U
O
囲
建
回
づ
O
艮
ρ
○
り
・
。
。
ざ
こ
蜜
器
桑
蚕
驚
窪
ξ
囲
難
8
8
窪
O
疑
Q
Q
・
卜
。
総
こ
く
O
竺
Φ
首
謀
ぴ
奄
Φ
コ
鋤
び
興
象
Φ
じ
⇔
Φ
毛
Φ
お
Φ
〈
O
ヨ

O
謎
Φ
ぎ
0
9
叶
婁
μ
。
。
鵠
ρ
Q
。
・
Φ
評
。
。
・
）
、
こ
の
諦
念
を
絡
生
信
じ
て
や
ま
な
か
っ
た
。
聯
を
主
語
と
せ
ず
お
の
れ
を
田
仮
と
す
る
そ
の
自
愛
的

無
限
糊
粘
の
き
つ
い
響
が
、
彼
の
歯
切
れ
の
わ
る
い
膿
系
を
、
と
も
か
く
も
彼
が
生
あ
る
闇
は
崩
壌
さ
せ
ず
に
支
へ
た
。
こ
こ
に
の
み
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ね

彼
の
「
選
書
の
自
由
」
は
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
「
道
徳
の
最
高
は
、
こ
の
心
胸
の
資
罰
と
層
層
と
を
心
胸
自
身
の
申
に
葬
り
、
心
胸
を

心
胸
の
瑳
場
と
す
る
に
あ
る
」
　
　
N
舞
憲
。
護
ご
同
欝
矯
α
o
ロ
ω
器
ω
矯
風
Φ
ω
o
ン
三
日
β
鼠
象
Φ
り
①
賦
Φ
ロ
象
。
の
Φ
ω
燐
Φ
雲
華
ω
ぎ
穿
ヨ

ω
Φ
δ
繋
び
Φ
晦
吋
黛
δ
げ
Φ
ジ
ロ
鋤
ω
悶
Φ
霞
賛
ロ
筥
O
怪
鋤
σ
①
鳥
Φ
ω
課
①
慈
Φ
欝
。
ロ
N
償
蒸
汽
。
ぴ
Φ
昌
．
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ャ
の
英
雄
の
心
で
あ
っ
て
、
こ
れ
の
み

が
「
婆
衛
」
「
宗
敦
し
「
上
澄
」
へ
の
門
で
あ
る
。
こ
の
「
抽
蒙
の
強
さ
」
に
お
い
て
も
痛
み
な
し
で
は
な
い
。
し
か
し
も
は
や
、
そ
の
痛

み
は
心
胸
な
ら
ぬ
自
然
に
励
す
る
痛
み
に
す
ぎ
ぬ
、
と
ヘ
ー
ゲ
ル
は
い
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嗣
）
O
O
げ
償
添
ω
博
の
け
ぬ
Φ
騨
ミ
㊦
σ
①
昌
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
二
臨
閃
Φ
一
切
①
嬬
ω
け
鋤
け
酵
Φ
N
⊆
同
償
げ
謬
℃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
ω
ω
O
げ
≦
凶
昌
伽
Φ
ご
℃
①
o
o
臨
黛
。
諏
④
β

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
）
一
①
一
①
一
α
Φ
冨
q
Φ
魏
鑑
Φ
膨
ω
O
げ
①
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
獄
欝
侮
嵩
欝
α
q
ω
〈
O
嵩
①
一
雷
Φ
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m
郡
盤
昌
鳥
①
N
¢
噌
㌍
o
昌
創
Φ
触
δ
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薯
博
①
≦
鋤
ω
ω
Φ
饗
く
O
添
囚
牒
℃
弓
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
償
開
鷺
℃
O
Φ
騎
④
零
O
擁
臨
①
昌
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
効
げ
触
一
簿
昌
瞬
の
一
灘
ω
q
瓢
臓
①
類
圃
ω
ω
①
び
一
”
袋
δ
σ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
「
最
も
深
い
悲
し
み
は
時
に
微
笑
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
些
共
・
御
手
＝
一
）
（
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
晦
限
β
　
（
駅
W
脚
穴
思
r
突
糧
ひ
邦
・
一
へ
還
震
槻
〔
哲
愚
〕
恩
虐
生
）



But　Kant　did　not　separate　clearly　the　transcendental　apperception　from

the　pure　apperceptiQn．

　　The　transcendental　apperception　must　be　a　concrete　self－censciottsness

which　is　conscieus　of　its　own　ifgct　truiy　as　iits　oivn　in　the　fermation　ofi

an　object　and　so　it鵬ustりe　a　concrete　reason　setting　up（Ve2tnl£ノ群）the

Unconditioned　（clas　Clnbedingite）　as　its　own　idea　or　ideal．　But　Kant　did

not　fully　discuss　this　problem　oi　the　concrete　reason．

　　Nevertheless，　we　may　regard　the　transcendental　self－censciousness　as

a　self－consciousness　of　act，　in　so　far　as　it　is　a　＄elf－consciousness　which

is　formed　through　the　act．　So　own　interpretatlon　is　that　1〈ant　practi－

cally　meant　by　the　transcendental　self－con＄cieusness　a　coiicrete　self－

consciousness，　although　he　himself　clid　not　fully　develop　the　point．

：”：

f）uality　in　IHIes，el

Bpt　Mineo　1｛a，shiinoto

　　The　aim　oi　this　artic｝e　is　to　characteririe　｝legel’s　standi）oint　as　that

of　mystical　panthelsm　and　to　discu＄s　the　general　duality　between　the

sensuously　givvan　（or　egocentric）　“This”　aiid　the　Absolute　（the　＄yste－

matic　totality），　i．　e．　Fact　and　Value，　which　with　ali　his　strug．gie　to　cle

away　with　it　still　re工nains　there．

　　1．　According　to　his　theory　of　Syllogism，　the　self－knowledge　of　the

沁致nite　spiri七which　goes　through亡he　media宅ion　o量the量i脱獄spirit，

erequires　not　only　to　dl£ferenciate　“this”　particular　＄ensedatuin　〈or

thing）　in　order　to　prove　it　to　be　a　system　of　sylloglsm，　but　also

to　integrate　all　existents　into　one　system　of　sy｛logi＄m．　We　examine

his　theory　of　Syllogisni，　ptrst　as　a　formzilation　o£　logicai　reasoning

（with　his　prefierence　of　the　second　fig｛ire），　secondly　as　a　method　ofi

ontology　（scil．　as　his　criticism，　by　f1gures　of　syllogism，　of　several　types

of　philosophica｝　perspectives　or　systems），　and　thir（lly　as　a　reflection

upen　the　proof　of　devine　existence　（ontological　proof）．　Our　stress　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．s



this　analysls　is　as　follows：一　（1）　Megel　wrongly　thinks　little　of　the

fourth　figure　which　does　not　belong　to　the　subject－predicate　logic　o£　his

own，　and，　consequently，　of　any　scientific　reilection　tal〈en　in　hls　sense．

（2）　Regarding　the　possibillty　of　induction，　Hegei　of　course，　needs　his　owR

‘‘ 窒奄獅≠戟@cause”，　composed　of　the　idea　of　organic　vital　force　and　that　of

totalil），．　1｛egei，　however，　can　hardly　unify　immanent1y　emplr2cism　and

idealism，　even　by　introducing　his　theory　oti　histors．　ln　this　connection

is　observed　his　pantheism．　（3）　Epistemologically，　in　his　Syllogism　of

Analogy　we　see　what　for　Hegei　is　aceual　turn　upside　down．　So　far　the

individual　or　particular　was　actual－a　doctrine　oE　empiricism一，　but

now　Hegei　insists　the　tmiversal　ls　actual．　This　thesis　is　justMed　by

converting　the　1〈antian　transcendental　self　as　subjective　fiunction　or　logical

unity　into　the　Absolute　or　Reality　itseK，　to　which　the　universe　is　re！a－

tive．　Hls　unlversal　Notion　is　the　self－consciousness，　the　spirit，　or　the

Hoiy　Spirit．　？erhaps　tkis　may　be　tal〈en　to　poseulate　a　mystical　intui－

tion　（Spinoza’s　scientia　intuitiva）　ef　the　essence　or　int1”inslc　value　og

lndividuals．　ffere　we　can　see　Ilegel’s　mysticism．一Hegel’s　syseem　can

safely　be　regarded　as　a　monadology　supported　by　Spingzistic　Substance

dynamically　ittnctioning　by　way　of　the　Kantian　Subject．

　　II．　ln　the　second　sectien，　1｛egel’s　doctrine　of　limlted　negation　and

also　that　of　infinite　judgement　are　brought　to　focus，　and　ie　is　£ound　that

his　diaiectic　shows　inconsistency　with　the　former　ancl　proves　to　be　an

abuse　of　the　latter．　Contrary　to　the　wholeness　assumed　in　the　tradi－

tlonal　formal　logic，　de£’ined　by　A　and　non－A，　which　ls　open　and　indefinite，

the囎圭verse　of　iogic　i13　Hege1’s　dialectic　is　constructed　by　both　posi－

tively　infinite　（identlcal）　and　negatively　infiinite　」’tidgements．　Nis　“nega－

tion　of　negation”　ls　carried　through　by　an　con£usecl　identification　of

these　two　sorts　o£　infinite　judgementg．　We　can　take　ffegel’s　argument

only　metaPhorically．　With　hls　epistemological　logic，　the　horizontal　circie

ofi　the　“allness”　of　causal　chains　and　the　vertical　of　the　evaluatlve

“　totality　”　o£　the　systematic　Notion　touch　each　other　at　the　very　point

of　‘‘　this”　individua！　fact，　and　such　a　contact　is　guaranteed　by　God　or
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the　absolute　ego　as　a　tangential　line　of　both　circles，　having　an　indeiinite

｝ength　and　also　an　indefgnlte　number　of　perspective－angies．　Ai1　exlstents

are　variables　of　functional　relation　between　the　finite　and　the　infinite

mind．　Such　is　Kege1’s　mystica1　contemplation．　ln　the　infinite　jtidge－

snent，　the　whole，　which　is　to　be　cau＄a　sui，　and　the　ostensive　sense－dat｛im

are　clirectly　united，　which　is　possible　only　by　immediate　union　with

God．　Nis　dialectic　is　tlius　cl．ftriEled　to　have　a　limited，　iti　any，　positive

va｝ue，　only　as　a　form　of　reflection　ttpon　inystical　and　pantheist’ic　belief．

　　We　think　the　proper　function　of　inginite　jtidgenient　consists　in　elimi－

nating　absurdities　rather　than　adding　something　new　to　the　arguments．

Admitting　this，　it　ls　expected　that　ffegel’s　Subject　should　liave　had

some　tinge　of　religious　asceticism．　But，　as　a　matter　ofi　fact，　his　asceti－

cisin　is　“　reconciled　”　and　spoilt　because　oE　his　derr］and　Eor　an　absolute

ancl　coherent　system．　We　shottld　iike　to　bring　phiiosophy　back　to　the

facts　of　experience　and　keep　it　inside　the　range　o£　posslble　experlence，

so　that　we　may　not　“first　raise　a　dust　and　then　complain　we　caiinOt　．

see．”

　　；i；　Yor　the　Japanese　orig．inal　of　this　article，　see　vol．　XXXVIII，　No．　10＆11．
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